
科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯

…
そ
の
現
代
理
論
哲
学
に
お
け
る
意
味
1
一

野

本

和

幸

一
　
近
代
に
お
け
る
対
立
の
古
典
的
形
態
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1
、
舎
理
論
的
見
地
を
最
も
鮮
か
に
宣
言
し
た
の
は
デ
カ
ル
ト
で
あ
る
。
物
体
は
感
覚
や
想
像
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
た
だ
悟
性
に
よ

っ
て
の
み
把
握
さ
れ
、
精
神
の
み
に
よ
る
洞
見
（
ω
巳
♂
彰
①
馨
冨
ぎ
ω
℃
①
o
甑
。
）
だ
と
彼
は
主
張
す
る
（
さ
ミ
腎
ミ
§
、
塁
類
）
。
完
全
者
と
し

て
の
神
の
存
在
馬
歯
に
よ
り
欺
く
神
の
想
定
は
破
ら
れ
、
　
「
明
晰
判
明
」
が
真
理
の
条
件
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
故
に
あ
る
観
念
が
明
晰

判
明
で
あ
る
限
り
、
覚
醒
時
に
あ
ら
わ
れ
た
か
夢
の
中
で
あ
っ
た
か
に
頓
着
す
る
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
物
体
の
観
念
が
明
晰
判
明
で
あ

る
限
り
（
物
体
の
物
理
的
諸
性
質
に
聾
す
る
限
り
）
数
学
的
幾
何
学
的
本
性
を
具
え
て
い
る
。
だ
が
物
体
的
本
性
に
つ
い
て
の
明
証
的
観

念
か
ら
、
必
然
的
に
何
ら
か
の
物
体
の
存
在
は
論
証
さ
れ
な
い
。
外
的
事
物
の
存
在
認
知
を
デ
カ
ル
ト
は
、
人
間
の
意
志
に
左
右
さ
れ
ぬ

感
覚
に
お
け
る
外
的
拘
束
感
に
求
め
る
。
し
か
し
デ
カ
ル
ト
は
感
覚
的
実
在
論
を
斥
け
、
感
覚
の
認
識
論
的
地
位
を
、
そ
れ
が
外
物
の
現

存
の
告
知
者
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
於
い
て
の
み
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
外
的
事
物
の
雛
…
造
（
本
質
）
は
、
ど
こ
ま
で
も
数
学
的
幾
何
学

的
で
あ
る
と
し
て
物
理
的
実
在
論
の
見
地
を
採
る
。

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
蕾
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
　
科
学
的
田
無
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

〇8
2
　
2
、
経
験
論
は
、
感
覚
的
世
界
と
物
理
的
世
界
と
の
デ
カ
ル
ト
的
区
鋼
に
反
対
し
、
科
学
的
認
知
を
感
覚
知
覚
に
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
は
デ
カ
ル
ト
的
生
得
観
念
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
複
合
観
念
を
単
純
観
念
に
、
更
に
知
覚
経
験
に
帰
着
さ
せ
る
。
尤
も
彼
は
ニ

　
　
ュ
ー
ト
ン
力
学
を
受
け
容
れ
、
第
一
性
質
と
第
二
性
質
を
区
鯛
す
る
。

　
　
　
バ
ー
ク
リ
は
一
般
概
念
の
存
在
を
否
定
し
、
唯
名
論
的
傾
向
を
徹
底
す
る
。
又
、
物
理
的
実
在
論
を
否
定
し
第
一
性
質
も
結
局
感
覚
的

　
　
経
験
の
二
次
的
産
物
と
み
な
し
た
。

　
　
　
ヒ
ェ
ー
ム
も
単
純
観
念
更
に
単
純
印
象
に
す
べ
て
を
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
因
果
関
係
の
如
き
複
合
観
念
の
論
理
的
正
当
化
は
不
可

　
　
能
で
、
響
慣
に
よ
り
保
証
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

　
　
3
、
カ
ン
ト
は
科
学
的
認
知
は
知
覚
判
断
で
は
な
く
経
験
判
断
（
国
風
昏
毎
ゆ
σ
q
ω
餌
ほ
Φ
ε
と
考
え
る
。
　
科
学
的
命
題
は
先
天
的
綜
合
命
題

　
　
　
　
　
　
ア
プ
リ
オ
リ
テ
　
ト

　
　
で
あ
り
、
先
天
性
（
経
験
か
ら
の
独
立
性
）
の
徴
表
は
そ
の
命
題
の
普
遍
性
と
必
然
性
に
あ
る
。
こ
の
普
遍
性
は
帰
納
法
に
よ
り
獲
得
さ

　
　
れ
る
「
経
験
的
比
較
的
普
遍
性
」
か
ら
峻
…
別
さ
れ
た
「
厳
密
な
普
遍
性
（
の
霞
。
雛
σ
q
①
跨
譜
σ
q
Φ
茜
色
巳
お
轟
け
）
」
（
堺
轟
轟
く
G
b
ご
心
）
で
あ
る
。

　
　
か
か
る
先
天
的
表
象
の
演
繹
に
際
し
カ
ン
ト
は
「
対
象
が
我
々
の
認
識
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
　
（
瞬
．
〔
｛
．
び
く
こ
じ
ご
帯
く
圃
）
と

　
　
い
う
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
行
う
。
自
然
の
有
す
る
対
象
性
と
は
現
象
の
合
法
期
的
必
然
性
、
結
局
は
純
粋
悟
性
概
念
の
法
則
性
に
他

　
　
な
ら
ぬ
。
純
粋
悟
性
概
念
は
自
然
を
そ
の
法
則
性
に
関
し
て
　
（
葭
葺
鑓
け
H
諺
銑
搾
韓
。
。
℃
Φ
。
言
㌶
に
関
し
て
）
可
能
な
ら
し
め
る
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
現
象
に
於
け
る
秩
序
と
合
法
期
性
（
即
ち
凛
然
）
は
我
々
が
自
ら
投
げ
入
れ
た
（
雪
ぎ
魚
影
Φ
α
Q
2
）
も
の
で
あ
り
、
か
つ
我
々
の
投
げ
入

　
　
へ

　
　
れ
な
し
に
現
象
の
中
に
合
法
劉
性
を
見
い
出
す
こ
と
は
出
来
ぬ
と
カ
ン
ト
は
主
張
す
る
（
遡
．
〔
ピ
磐
く
こ
》
這
㎝
）
。
　
「
悟
性
自
身
が
自
然
に

　
　
対
す
る
立
法
」
（
猟
■
篇
．
吋
．
＜
↓
》
H
卜
⊃
⑦
）
、
自
然
の
法
則
の
源
泉
で
あ
る
。
現
象
の
経
験
的
実
在
性
と
先
験
的
観
念
性
と
を
併
せ
主
張
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
カ
ン
ト
は
、
素
朴
な
経
験
論
、
素
朴
な
物
理
的
実
在
論
の
両
者
と
挟
を
分
つ
。

　
　
　
カ
ン
ト
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
、
投
げ
入
れ
の
構
想
は
、
自
然
の
合
理
的
探
究
に
際
し
て
の
我
々
の
自
発
的
で
推
定
的
（
o
o
⇔
器
9
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
層
巴
）
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
合
理
的
探
究
に
は
我
々
の
「
方
法
論
的
決
親
思
」
が
必
要
だ
と
い
う
極
め
て
重
大
な
論
点
を
提
示
す
る
。
か
か
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
方
法
論
的
決
意
の
不
可
欠
性
が
、
我
々
の
批
判
的
合
理
主
義
（
O
同
一
叶
一
〇
9
｝
　
円
簿
轡
圃
○
鴛
幾
回
一
〇
◎
5
P
）
を
採
用
す
る
理
由
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
カ
ン
ト
の
「
判
断
表
」
は
記
号
論
理
学
の
発
展
に
よ
り
大
い
に
説
得
力
を
失
っ
た
し
、
か
つ
「
範
購
表
」
　
「
原
則
表
」
が
人
間
の

霞
然
に
関
す
る
全
認
知
を
含
み
、
そ
の
必
然
性
が
あ
る
特
定
の
法
義
絶
（
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
学
系
）
の
恒
常
的
妥
当
性
を
含
意
す

る
と
解
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
毘
現
に
よ
り
大
き
く
揺
い
だ
と
み
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
々
の
理
論
理
性
の
投
げ

入
れ
に
よ
っ
て
の
み
合
法
則
的
自
然
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
対
象
性
　
般
、
合
法
則
性
一
般
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
個
々
の
具
体

的
な
法
則
的
連
関
や
規
鋼
性
の
限
定
が
、
同
時
に
客
観
的
妥
当
性
を
得
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
合
法
則
性
一
般
、
我
々
に
と
っ

て
の
腹
然
の
成
立
が
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
問
題
と
、
個
々
の
理
論
や
仮
説
の
客
観
的
妥
当
性
の
規
準
は
何
か
、
そ
の
テ
ス
ト
の
論

理
的
構
造
如
何
と
い
う
問
題
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
下
の
論
究
に
お
い
て
科
学
的
探
究
の
認
識
論
的
境
位
が
整
合
的
に
解
萌
さ
れ
る
の
は
、
純
粋
な
経
験
論
的
見
地
か
ら
か
、
　
「
理
性
的

な
る
も
の
は
す
べ
て
現
実
的
」
と
い
っ
た
観
念
的
理
性
主
義
の
見
地
が
ら
か
、
そ
れ
と
も
又
批
判
的
合
理
主
義
と
呼
ば
れ
る
見
地
か
ら
か

を
、
現
代
理
論
哲
学
に
即
し
て
検
討
す
る
。

二
　
意
味
の
立
証
理
論

　
先
ず
経
験
論
的
見
地
か
ら
の
主
張
（
意
味
の
立
証
理
論
、
帰
納
霊
義
、
唯
名
論
等
）
を
検
討
し
よ
う
。
最
初
に
「
意
味
の
立
証
理
論
」

を
採
り
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ト
ミ
ツ
ク

ー
、
現
代
に
お
い
て
、
科
学
的
命
題
と
は
、
経
験
に
つ
い
て
の
原
子
的
命
題
に
還
元
可
能
な
即
ち
立
証
可
能
な
（
＜
Φ
熱
貯
瓢
の
）
命
題
の
み

で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
掲
げ
て
強
い
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
初
期
の
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ソ
で
あ
る
　
（
薯
節
σ
q
。
霧
惹
ジ
§
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
サ
ブ
ロ
ポ
ジ
シ
ヨ
ン

ら
ミ
ミ
㍗
卜
轟
、
昏
。
・
舘
、
N
象
息
ミ
ら
～
寧
9
①
。
α
ρ
①
．
緯
）
。
彼
は
す
べ
て
の
哲
学
的
形
而
上
学
的
命
題
は
非
　
命
　
題
、
似
而
非
命
題
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ト
ロ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ト
ミ
ツ
ク

無
意
味
で
あ
る
と
し
た
。
数
学
や
論
理
学
の
命
題
は
恒
真
式
に
す
ぎ
ぬ
。
す
べ
て
の
正
銘
で
有
意
味
な
（
き
⑦
窪
ぎ
α
q
｛
巳
）
命
題
は
原
子
的

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
糞
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

事
実
（
原
則
的
に
観
察
に
よ
り
確
か
め
う
る
事
実
）
を
記
述
し
て
い
る
基
本
原
子
命
題
の
真
理
函
数
（
霞
o
七
四
§
。
叶
δ
欝
）
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

経
験
的
に
有
意
味
な
命
題
と
は
分
析
的
で
な
く
、
か
つ
整
合
的
な
観
察
命
題
の
あ
る
有
限
集
合
か
ら
論
理
的
に
帰
結
す
る
命
題
の
み
で
あ

る
。
従
っ
て
科
学
的
命
題
は
経
験
的
に
有
意
味
で
、
原
則
的
に
完
全
な
立
証
可
能
性
（
〈
鼠
貫
長
ξ
）
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
す
る
と
「
こ
れ
こ
れ
の
文
だ
け
が
有
意
味
だ
」
と
い
う
主
張
そ
の
も
の
は
無
意
味
と
な
る
し
、
原
子
的
命
題
の
限
定
に
ま
つ
わ
る
困
難

も
あ
る
。
更
に
一
般
に
科
学
は
そ
の
本
質
的
部
分
と
し
て
、
普
逓
的
法
期
を
含
む
。
そ
の
普
遍
性
は
単
に
あ
る
単
称
雷
明
の
有
限
な
血
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
等
値
な
「
数
的
普
遍
性
（
⇒
ニ
ヨ
①
ほ
。
鐵
雌
鉱
く
①
錺
駐
日
¢
）
」
　
で
は
な
く
「
厳
密
に
普
遍
的
な
」
、
無
限
の
個
物
に
関
す
る
全
称
言
腸
（
p
㌍

ω
3
8
ヨ
①
艮
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
＜
箆
①
．
℃
○
憲
①
び
ト
珍
客
ミ
偽
ら
、
§
い
ミ
ら
b
～
段
。
竃
q
袖
喝
．
舞
以
下
卜
’
偽
ら
・
b
・
と
略
す
）
。
か
か
る

「
厳
密
に
普
逓
的
」
な
法
則
は
立
証
不
可
能
で
あ
る
。
す
る
と
科
学
的
理
論
の
基
本
的
部
分
が
無
意
味
と
な
る
。

　
ヘ
ン
ペ
ル
は
認
知
的
意
味
（
8
α
Q
践
瓜
〈
Φ
・
・
戯
巳
笥
＄
づ
8
）
の
充
全
な
規
準
の
必
要
条
件
を
（
毎
）
「
あ
る
所
与
の
認
知
的
意
味
規
準
の
下

で
、
丈
N
が
無
意
味
な
ら
、
N
の
現
わ
れ
る
す
べ
て
の
真
理
函
数
的
複
合
丈
も
叉
無
意
味
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
丈
5
が
無
音
心

窓
・
（
き
そ
の
否
選
も
無
意
味
、
（
壽
）
任
意
の
斉
・
の
筆
墨
び
選
一
蒜
・
響
讐
な
・
（
・
§
・
ζ
量
ミ

題
、
Q
ミ
慧
も
ξ
N
ミ
ミ
職
§
》
娼
山
O
卜
。
。
以
下
国
◆
鯵
緊
と
略
す
）
。
と
こ
ろ
で
厳
密
な
普
遍
的
命
題
は
立
証
可
能
性
の
規
準
で
は
無
意
味
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
否
定
で
あ
る
存
在
董
化
命
題
は
、
あ
る
観
察
可
能
な
代
入
事
例
（
窪
び
巴
ε
瓜
。
欝
ぎ
ω
審
⇔
8
）
に
よ
り
立
証
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
（
国
戸
）
を
お
か
す
。

2
、
そ
こ
で
エ
イ
ヤ
ー
は
「
立
証
可
能
」
と
い
う
術
語
を
、
強
い
意
味
（
あ
る
命
題
の
決
定
的
立
証
）
と
弱
い
意
味
（
蓋
然
的
鴇
。
げ
獅
ζ
o

立
証
）
に
区
別
し
、
後
者
を
経
験
的
意
味
の
規
準
に
採
用
す
る
　
（
〉
閤
5
ト
ミ
、
讐
ミ
鷺
Ψ
§
ミ
導
ミ
ミ
ト
。
頓
、
ひ
『
し
。
刈
｛
）
。
が
、
こ
の
蓋
然

性
（
箕
。
σ
飴
σ
ヨ
蔓
）
を
確
率
演
算
の
意
味
で
の
確
率
概
念
と
同
｝
視
す
る
と
逆
理
の
生
ず
る
こ
と
は
次
章
で
論
ず
る
。

　
エ
イ
ヤ
ー
は
事
実
命
題
の
徴
表
は
、
そ
の
澄
明
5
と
あ
る
他
の
い
く
つ
か
の
前
提
馬
と
の
連
言
か
ら
、
鑑
の
み
か
ら
は
演
繹
さ
れ
な
い

観
察
言
明
が
演
繹
さ
れ
る
こ
と
だ
と
す
る
（
》
閤
5
0
や
畠
‘
で
一
二
但
し
筆
者
が
簡
略
に
し
た
）
。
し
か
し
こ
の
規
準
は
ゆ
る
す
ぎ
る
。



3
を
「
絶
対
者
は
怠
け
者
で
あ
る
」
と
す
る
と
、
　
「
も
し
絶
対
者
が
怠
け
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
リ
ン
．
コ
は
赤
い
」
と
い
う
丈
P
と
5

と
の
連
言
か
ら
、
　
「
こ
の
リ
ン
ゴ
は
赤
い
」
と
い
う
観
察
丈
を
演
繹
で
き
る
か
ら
、
5
は
経
験
的
に
・
蒋
意
味
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
規
準

で
は
凡
そ
い
か
な
る
丈
に
も
経
験
的
意
味
を
ゆ
る
せ
る
こ
と
に
な
る
（
＜
一
群
Φ
“
　
団
①
ヨ
℃
Φ
｝
”
　
》
e
　
恥
畠
趣
■
　
喝
一
H
O
刈
）
。

　
そ
こ
で
エ
イ
ヤ
ー
は
、
立
証
可
能
性
の
規
準
を
次
の
如
く
修
正
す
る
。
ω
直
接
に
立
証
可
能
的
言
明
5
と
は
、
ε
自
身
観
察
言
明
で
あ

る
か
、
な
い
し
【
個
以
上
の
観
察
言
明
q
と
5
と
の
連
言
が
、
q
の
み
か
ら
は
導
出
し
え
ぬ
少
く
と
も
「
個
の
観
塞
糊
目
を
含
意
す
る

　
（
①
鱒
豊
）
場
合
、
②
間
接
的
に
立
証
可
能
な
言
明
5
と
は
次
の
条
件
を
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
、
㈲
あ
る
他
の
前
提
0
1
と
の
連
言
に
よ

り
、
5
が
α
の
み
か
ら
は
導
出
し
え
ぬ
一
個
以
上
の
直
接
に
立
証
可
能
な
草
陰
を
含
意
す
る
こ
と
、
㈲
q
は
分
析
的
で
あ
る
か
、
直
接
な

い
し
間
接
的
に
立
証
可
能
で
あ
る
独
立
に
確
立
さ
れ
う
る
雷
明
以
外
は
含
ま
ぬ
こ
と
（
》
閤
さ
。
や
。
儲
け
こ
℃
山
ω
）
。

　
し
か
し
こ
の
新
し
い
規
準
も
、
5
が
エ
イ
ヤ
ー
の
規
準
を
充
た
し
、
N
が
「
確
認
者
は
怠
け
者
で
あ
る
」
と
い
っ
た
類
の
丈
と
す
る
と
、

連
雷
咽
に
経
験
的
意
味
を
ゆ
る
す
こ
と
に
な
る
（
涛
ξ
畳
。
：
陣
ご
・
更
に
チ
・
ー
チ
の
指
摘
す
る
難
点
は
・
藍
鼠
の
三
つ
の
観
察
丈

　
　
S

が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
ど
の
丈
も
そ
れ
だ
け
で
は
他
の
い
ず
れ
か
の
丈
を
含
意
し
な
い
と
す
る
と
、
任
意
の
丈
5
に
つ
い
て
、

5
ま
た
塊
が
エ
イ
や
あ
規
準
に
讐
と
経
験
的
出
操
を
も
つ
と
い
う
帰
結
を
生
む
・
と
で
あ
る
（
Ω
ー
ダ
、
蒙
・
雪
・
h
蓄
・

（
目
ゆ
蒔
①
）
．
、
”
§
馬
蕎
ミ
、
ミ
N
心
＼
魯
ミ
曾
N
、
昏
卜
還
、
ら
“
置
（
H
り
お
ン
℃
ふ
織
）
。

三
　
帰
納
主
義

　
　
1
、
科
学
の
諸
法
期
が
立
証
可
能
か
否
か
の
問
題
は
帰
納
的
一
般
化
の
正
白
化
　
（
宣
ω
ま
。
巴
8
）
が
可
能
か
否
か
と
い
う
問
題
と
軌
を

　
　
一
に
す
る
。

　
　
　
一
般
に
帰
納
的
推
論
と
は
、
あ
る
事
柄
が
あ
る
ク
ラ
ス
の
い
く
つ
か
の
成
員
に
真
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
圃
じ
事
柄
が
そ
の
ク
ラ

　
　
ス
の
未
知
の
成
員
（
有
限
個
な
い
し
無
限
佃
の
）
に
も
真
で
あ
る
と
推
論
す
る
も
の
で
、
カ
ル
ナ
ッ
ブ
に
よ
れ
ば
そ
の
典
型
的
な
も
の
は
、
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五
八

122　
　
直
接
的
推
論
、
予
測
的
推
論
、
類
比
的
推
論
、
逆
推
論
、
普
遍
的
帰
納
推
論
等
で
あ
る
　
（
O
霞
塗
ワ
ト
。
鴨
ミ
N
き
、
馬
・
ミ
ヘ
ミ
ミ
瑞
ミ
、
、
暮
ヘ
ツ

　
　
ミ
ミ
き
『
卜
。
O
『
）
。
か
か
る
帰
納
法
に
関
す
る
論
理
的
問
題
（
帰
納
法
が
前
提
と
し
て
依
拠
し
て
い
る
証
拠
と
、
結
論
と
し
て
導
か
れ
る
命

　
　
題
と
の
間
の
論
理
的
関
係
の
妥
当
性
の
問
題
）
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
普
遍
的
帰
納
推
論
（
あ
る
サ
ン
プ
ル
か
ら
普
遍
的

　
　
形
式
を
も
つ
仮
説
へ
の
推
論
）
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
2
、
さ
て
す
べ
て
の
帰
納
法
理
論
を
支
配
し
て
い
る
根
本
的
理
説
は
、
「
反
復
」
優
位
の
理
説
で
あ
る
（
℃
。
懇
Φ
ご
ト
．
黎
⇔
Z
。
毛
》
署
。
腎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
象
諸
勢
×
ら
－
お
o
h
）
。
そ
の
ω
は
、
反
復
さ
れ
た
事
例
が
普
遍
的
法
則
の
容
認
に
一
種
の
正
当
化
を
提
供
す
る
と
い
う
反
復
の
論
理
的
優
位

　
　
の
理
説
で
あ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
②
は
、
反
復
は
た
と
え
普
遍
的
法
劉
や
そ
の
法
期
の
含
意
す
る
期
待
や

　
　
儒
念
に
対
し
て
何
ら
の
正
当
化
を
も
供
し
な
い
と
し
て
も
、
事
実
と
し
て
我
々
の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
期
待
や
信
念
を
誘
発
し
惹
起
す
る

　
　
も
の
だ
と
い
う
反
復
の
心
理
的
優
位
の
理
説
で
あ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
も
保
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
3
、
ω
の
理
説
に
対
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
た
と
え
諸
対
象
が
し
ば
し
ば
な
い
し
恒
常
的
に
結
合
（
8
息
§
。
江
§
）
し
て
い
る
の
を
観
察
し

　
　
た
後
で
さ
え
、
我
々
が
経
験
し
た
諸
対
象
を
越
え
て
、
あ
る
任
意
の
対
象
に
関
し
何
ら
か
の
推
論
を
ひ
き
出
す
理
由
を
我
々
は
何
ら
持
た

　
　
な
い
」
（
鵠
¢
ヨ
ρ
寧
，
§
勢
偽
ミ
奪
§
§
≧
ミ
N
ミ
”
し
d
H
（
H
‘
℃
炉
心
’
伽
お
）
何
故
な
ら
「
我
々
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
例
が
我
々
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
テ
イ
ヴ

　
　
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
事
例
と
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
何
ら
の
演
繹
的
論
証
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
霞
に
ヨ
ρ
。
ワ

　
　
。
5
⑳
①
）
と
批
判
す
る
。
ω
一
定
℃
寒
露
㊤
8
℃
甑
o
p
の
原
子
論
に
立
脚
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
「
も
し
我
々
が
そ
の
対
象

　
　
の
み
を
考
え
て
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
我
々
の
形
成
す
る
観
念
を
越
え
て
見
る
こ
と
を
決
し
て
し
な
い
な
ら
ば
、
他
の
あ
る
対
象
の
存
在

　
　
を
念
撫
す
る
（
ぎ
℃
¢
）
よ
う
な
対
象
は
全
く
な
い
」
（
躍
億
ヨ
ρ
o
や
簿
‘
⑳
①
）
と
い
う
恒
真
言
明
的
主
張
に
あ
る
。
故
に
帰
納
法
の
論

　
　
理
的
正
当
化
の
す
べ
て
の
試
み
は
「
そ
の
（
過
去
の
）
経
験
か
ら
、
我
々
が
経
験
し
た
過
玄
の
事
例
を
越
え
て
、
何
ら
か
の
帰
結
を
ひ
き

　
　
出
す
理
由
は
何
か
」
（
霞
¢
旨
O
　
　
一
〇
〇
ゆ
　
O
一
け
。
　
　
　
　
　
M
）
と
い
う
問
い
に
答
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
以
上
の
論
点
は
、
帰
納
法
の
論
理
的
正
嶺
化

　
　
の
す
べ
て
の
試
み
に
関
し
、
㈲
帰
納
的
推
論
の
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
正
当
化
は
無
限
遡
行
に
陥
い
る
、
㈲
帰
納
法
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
正
当



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
ル

　
　
化
は
先
決
問
題
要
求
の
虚
偽
で
あ
る
、
㈹
規
約
主
義
的
解
決
法
は
単
に
分
析
的
真
理
性
を
保
証
す
る
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
意

　
　
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
我
々
は
帰
納
法
正
当
化
の
典
型
的
試
み
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
判
に

　
　
耐
え
う
る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
4
、
帰
納
法
の
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
正
当
化
の
試
み
と
は
、
帰
納
的
真
理
性
を
一
般
化
の
立
証
さ
れ
た
事
例
の
助
け
に
よ
り
証
明
せ
ん
と

　
　
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
根
本
的
に
異
な
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　
　
　
㈲
所
与
の
デ
ー
タ
か
ら
の
一
般
化
の
プ
獄
セ
ス
そ
の
も
の
を
定
式
化
せ
ん
と
す
る
試
み
で
、
帰
納
的
命
題
を
所
与
の
規
則
に
従
っ
て
単

　
　
称
の
事
例
か
ら
導
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
代
表
者
は
ベ
イ
コ
ン
や
ミ
ル
で
あ
っ
て
演
繹
論
理
以
外
の
「
帰
納
法
の
論
理
」
の
創
造
を
企
図

　
　
す
る
。
そ
の
主
張
の
核
心
は
「
消
去
に
よ
る
帰
納
法
」
　
（
〈
。
昌
芝
臨
σ
q
窪
Ψ
§
偽
卜
。
鶴
岡
ミ
草
亀
N
Q
ミ
ミ
，
守
～
翫
ミ
職
§
”
ワ
①
5
　
に
あ

　
　
る
。
あ
る
所
与
の
事
柄
の
必
要
な
い
し
十
分
条
件
を
求
め
る
場
合
、
そ
の
各
々
の
併
存
（
O
O
］
P
O
七
八
H
①
鄭
け
）
仮
説
を
消
去
法
に
よ
り
無
効
に

　
　
し
て
ゆ
く
方
法
で
あ
る
。
併
存
仮
説
の
あ
る
一
つ
を
消
虫
す
る
に
は
、
そ
の
可
能
的
な
普
遍
的
条
件
法
の
一
つ
が
成
立
し
な
い
事
例
を
一

　
　
つ
で
も
見
い
出
せ
ば
足
り
る
。
即
ち
消
宏
法
は
普
遍
的
一
般
化
の
立
証
と
反
証
（
｛
螢
一
の
一
国
O
餌
什
一
〇
⇒
）
と
の
垂
急
な
非
対
称
性
（
霧
団
B
露
象
曙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
に
基
づ
い
て
い
る
。
以
上
の
消
去
法
の
論
理
的
性
格
か
ら
、
消
去
そ
の
も
の
は
我
々
に
騰
る
仮
説
の
偽
を
告
知
す
る
の
み
だ
と
云
う
こ
と

　
　
が
帰
結
す
る
。
故
に
あ
る
消
去
さ
れ
な
か
っ
た
仮
説
の
真
理
性
を
積
極
的
に
確
立
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
併
存
仮
説
の
消
去
の

　
　
論
理
的
可
能
性
と
、
房
与
の
状
況
下
で
の
消
去
可
能
性
と
は
鯛
問
題
で
あ
る
。
後
者
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
①
「
制
限
さ
れ
た
独
立
的

　
　
多
様
性
の
要
請
」
②
「
完
全
既
知
事
例
の
要
請
」
③
「
決
定
論
的
想
定
の
要
請
」
（
。
h
・
浴
冒
。
。
・
”
寧
、
偽
ミ
隷
§
》
，
S
亀
、
．
ミ
》
『
卜
。
8
｛
）
、

　
　
少
く
と
も
②
③
と
い
う
一
般
的
な
「
帰
納
的
原
則
」
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
消
去
法
が
一
般
化
の
真
理
性
を
確
立
す
る
に
は
、
か
か
る

　
　
帰
納
的
原
瑚
が
真
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
る
と
（
i
）
こ
の
帰
納
的
原
理
の
正
当
化
を
ミ
ル
の
如
く
単
純
枚
挙
的
帰
納
法
に

　
　
求
め
て
無
限
遡
行
に
陥
る
か
、
或
い
は
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
正
当
化
は
結
局
ア
プ
リ
オ
リ
な
正
当
化
へ
と
転
化
し
、
（
・
1
1
）
単
に
帰
納
的
原

　
　
瑚
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
妥
墨
性
に
訴
え
る
論
点
先
取
の
誤
謬
を
お
か
す
か
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
更
に
ポ
パ
ー
は
「
類
似
性
（
野
蚕
配
ξ
）
」
と
い
う
観
点
か
ら
反
復
の
論
理
的
並
び
に
心
理
的
優
位
説
を
反
駁
す
る
（
℃
。
℃
鴇
び
ト
．
暴

b
こ
『
島
8
。
す
べ
て
の
反
復
は
多
少
と
も
「
類
似
的
」
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
故
、
反
復
は
相
対
的
で
あ
る
。
類
似
的
で
あ
る
二
つ
の
も
の

は
常
に
「
あ
る
点
に
関
し
て
」
類
似
的
な
の
で
あ
る
。
事
物
は
様
々
の
点
に
関
し
て
類
似
的
で
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
　
一
つ
の
観
点
か
ら

類
似
的
で
あ
る
二
つ
の
も
の
も
、
他
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
類
似
的
で
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
般
に
類
似
性
従
っ
て
反
復
は
、
常
に

「
一
定
の
観
点
」
の
採
用
を
前
提
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
観
点
や
関
心
の
方
が
反
復
よ
り
論
理
的
に
も
心
理
的
に
も
先
行
し
て
い
る
と
云

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
㈲
帰
納
法
の
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
正
当
化
の
も
う
一
つ
の
根
本
的
に
異
な
る
タ
イ
プ
は
ヒ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
（
造
畢
三
戸
≧
。
§
ミ
9
，
讐
ミ
ミ
沁
§
ミ
ミ
ミ
、
ぴ
℃
る
繰
）
。
そ
れ
は
単
称
の
事
実
的
雷
明
か
ら
帰
納
的
法
則
の
発
見
へ
上
昇
す
る
ス

テ
ッ
プ
と
、
そ
の
法
則
か
ら
事
実
を
演
繹
す
る
下
降
の
ス
テ
ッ
プ
と
を
対
照
さ
せ
、
こ
の
二
つ
の
逆
方
向
の
ス
テ
ッ
プ
中
後
者
が
前
者
に

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

お
い
て
な
さ
れ
る
「
帰
納
的
飛
躍
し
の
正
嘉
化
と
み
な
さ
れ
る
。
だ
が
ヒ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
説
は
発
見
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
一
般
化
の
真
理
性
を

正
当
化
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
下
降
の
ス
テ
ッ
プ
が
上
昇
の
ス
テ
ッ
プ
の
「
飛
躍
」
を
完
全
に
埋
め
る
こ
と
は
普
遍
的
帰
納
推
論
の
際
不

可
能
で
あ
る
。
た
と
え
所
与
の
デ
ー
タ
が
発
見
さ
れ
た
法
則
か
ら
い
か
に
多
く
帰
結
す
る
と
し
て
も
、
法
瑚
が
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
演
縷
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
帰
結
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ヒ
ュ
…
ウ
ェ
ル
が
帰
納
的
飛
躍
を
認
め
下
降
の
ス
テ
ッ
プ
と
鋭
く
区
鋼
し
た
こ
と
は
、

カ
ン
ト
の
投
げ
入
れ
の
構
想
と
共
に
後
の
考
察
に
示
唆
を
与
え
う
る
。

5
、
規
約
主
義
者
は
、
帰
納
的
一
般
化
を
定
義
に
よ
っ
て
真
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
。
即
ち
帰
納
的
に
得
ら
れ
た
命
題
を
分
析
的
命
題
へ
、

よ
く
確
証
さ
れ
た
経
験
的
命
題
か
ら
言
語
的
規
約
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
も
と
の
命
題
に
絶
対
的
真
理
性
を
賦
与
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の

規
約
主
義
的
始
想
を
極
端
に
お
し
進
め
る
と
帰
納
の
問
題
の
消
去
に
到
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
帰
納
法
の
正
当
化
と
は
如
何
に
し
て
あ
る
帰

納
的
綜
合
命
題
が
同
時
に
未
検
証
の
事
例
に
も
真
で
あ
り
う
る
か
を
承
す
こ
と
で
は
な
く
、
如
何
に
し
て
普
遍
必
然
的
真
理
が
綜
合
的
命

題
を
分
析
的
命
題
に
性
質
を
転
ず
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
か
を
示
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
＜
O
二
　
芝
ビ
一
σ
q
げ
f
　
O
℃
●
　
O
置
．
》
　
弓
i
似
『
）
。
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ラ
デ
ィ
カ
ル
な
規
約
主
義
的
見
地
で
は
法
難
の
予
測
的
機
能
を
説
明
で
き
な
い
。
分
析
的
命
題
そ
れ
自
身
は
決
し
て
予
灘
を
正
当
化
せ
ぬ

以
上
、
科
学
に
お
い
て
何
ら
か
の
信
頼
し
う
る
予
測
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
科
学
の
発
展
過
程
に
お
い
て
公
理
的
構
成
を
行
う

こ
と
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
か
、
か
か
る
公
理
的
構
成
の
何
ら
か
の
経
験
的
解
釈
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

6
、
さ
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
帰
納
法
の
②
心
理
的
反
復
優
位
説
を
保
持
し
た
。
も
し
心
理
説
が
我
々
の
諸
法
剛
を
僑
ず
る
と
い
う
心
理
的
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
、
習
慣
に
よ
っ
て
因
果
的
に
説
明
し
よ
う
と
い
う
試
み
と
す
る
な
ら
、
我
々
は
か
か
る
因
果
的
説
明
の
可
能
性
そ
の
も
の
を
問
う
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
の
だ
か
ら
論
点
先
取
の
誤
謬
と
な
る
。
又
も
し
心
理
説
が
起
源
を
め
ぐ
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
「
規
鋼
性
に
信
を
お
く
と
い
う
我
々
の

習
慣
は
、
繰
返
し
行
わ
れ
た
反
復
の
所
産
で
あ
る
」
（
勺
。
隠
①
さ
9
ミ
ミ
ミ
，
翁
ミ
ミ
沁
ミ
ミ
ミ
㌧
§
3
や
1
義
h
以
下
○
多
と
略
す
）
と
再
定

式
化
し
て
み
よ
う
。
し
か
し
「
類
似
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
ポ
パ
ー
の
既
述
の
批
判
を
心
理
的
優
位
説
も
免
れ
難
い
。
更
に
ω
反
復
の

典
型
的
効
果
は
、
最
初
鋭
い
意
識
を
伴
っ
た
行
為
も
、
最
後
に
は
自
動
的
と
な
り
、
反
復
の
プ
ロ
セ
ス
が
法
則
の
意
識
的
期
待
や
信
頼
を

必
ず
し
も
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
②
た
っ
た
一
度
の
強
烈
な
経
験
さ
え
あ
る
菰
野
や
期
待
を
形
成
す
る
に
充
分
で
あ
る
こ
と
、

㈲
一
般
に
理
性
に
信
を
お
く
と
い
う
こ
と
と
、
あ
る
特
定
の
帰
納
的
一
般
化
に
信
を
お
く
と
い
う
こ
と
と
は
、
直
ち
に
同
じ
こ
と
で
は
な

い
こ
と
等
を
指
摘
し
う
る
（
勺
O
鵠
①
が
○
菊
・
唱
虞
ω
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

7
、
現
代
の
帰
納
論
理
学
老
は
、
な
る
ほ
ど
帰
納
論
理
が
厳
密
な
妥
当
性
は
得
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
ど
れ
だ
け
の
蓋
然
性
（
嶺
。
ぴ
斧

び
島
蔓
）
が
得
ら
れ
た
か
を
決
め
う
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
　
つ
ま
り
心
理
的
反
復
優
位
説
が
彼
ら
の
理
論
の
中
で
、
反
復
は
当
の
法
則
の
確

率
を
高
め
る
と
い
う
論
理
的
装
い
を
と
っ
て
再
登
場
し
て
い
る
。
論
理
的
理
説
（
確
率
を
命
題
問
の
論
理
的
関
係
と
解
す
る
）
を
挺
冷
す

る
ケ
イ
ン
ズ
、
ジ
ェ
フ
リ
…
ズ
、
カ
イ
ラ
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
、
統
計
的
理
説
（
確
率
を
柑
対
門
真
頻
度
と
解
す
る
）
の
う
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
ら

の
現
代
確
率
論
理
学
者
は
、
経
験
科
学
の
仮
説
の
蓋
然
性
と
数
学
的
確
率
概
念
と
を
同
一
視
し
、
後
者
を
仮
説
の
客
観
的
容
認
可
能
性
の

尺
度
と
し
て
用
い
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
例
え
ば
統
計
的
理
説
に
関
し
、
　
一
体
命
題
の
ど
の
よ
う
な
系
列
に
関
し
て
仮
説
に
確
率
値
が
わ
り
あ
て
ら
れ
る
べ
き
か
直
ち
に

　
　
　
　
哲
学
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ニ

ー62
　
問
題
と
な
る
。
仮
説
か
ら
の
み
導
繊
し
う
る
事
例
的
（
ぎ
。
。
＄
三
圃
巴
）
言
明
の
系
列
の
範
囲
で
は
、
　
そ
の
仮
説
が
確
率
値
1
を
も
つ
の
は

　
　
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
適
正
な
系
列
を
選
ぶ
な
ら
確
率
値
は
常
に
％
以
下
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
確
率
論
を
整
合
的
に

　
　
適
用
し
て
ゆ
く
と
、
か
な
り
の
多
様
性
を
も
っ
た
世
界
に
関
し
て
提
起
さ
れ
た
普
逓
的
仮
説
は
す
べ
て
そ
の
確
率
値
が
ゼ
ロ
に
接
近
し
て

　
　
ゆ
く
の
で
あ
る
（
℃
。
電
①
が
勢
罫
b
こ
宏
Φ
≦
》
娼
℃
③
巳
冒
革
．
＜
戸
導
ω
①
α
｛
）
。
こ
の
よ
う
な
壊
滅
的
結
果
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
と
、
再
び

　
　
反
復
優
位
説
の
陥
っ
た
困
難
、
即
ち
無
限
遡
行
か
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
に
堕
す
る
。

　
　
　
前
章
で
所
謂
意
味
の
立
証
理
論
に
従
う
と
科
学
的
探
究
に
含
ま
れ
る
一
般
法
劉
は
無
意
味
と
な
る
こ
と
を
み
た
が
、
帰
納
法
に
よ
っ
て

　
　
も
普
遍
的
法
剛
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
章
で
科
学
的
説
明
に
お
け
る
一
般
法
劉
の
役
割
り
を
検
討

　
　
し
、
理
論
語
の
問
題
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

四
理
論
と
理
論
語

1
、
理
論
（
臼
び
Φ
○
蔓
）
と
は
、
我
々
が
世
界
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
を
捕
え
ん
と
し
て
、
即
ち
合
理
化
し
説
明
を
与
え
ん
と
し
て
投
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

網
で
あ
る
。
科
学
的
探
究
は
特
殊
な
出
来
事
を
記
録
す
る
の
み
な
ら
ず
親
心
事
の
流
れ
の
中
に
規
胃
性
を
発
見
し
、
予
測
（
窯
Φ
島
。
け
同
。
質
）
、

過
去
推
測
（
も
。
旨
旨
。
賦
8
）
、
説
明
（
①
×
℃
ぽ
寛
ぎ
⇔
）
に
使
わ
れ
る
一
般
法
期
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
（
鉢
霞
Φ
ヨ
篤
ポ
ト
鰻
重
写

糊
。
。
）
。
科
学
的
説
明
、
予
測
、
過
虫
推
測
は
考
察
中
の
事
実
を
限
定
さ
れ
た
一
般
法
劉
に
よ
り
他
の
事
実
か
ら
導
出
す
る
と
い
う
同
一
の

論
理
的
性
格
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
そ
の
議
論
（
錠
σ
q
環
ヨ
①
暮
）
の
第
一
の
タ
イ
プ
は
演
繹
的
体
系
化
（
幽
Φ
臼
。
甑
く
。
ω
遂
δ
ヨ
鎮
騨
㊤
口
。
昌
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
左
の
如
き
演

繹
的
推
論
で
あ
る
（
頃
①
営
℃
鼻
｝
軌
卸
『
ミ
介
唱
l
b
。
念
出
二
）
ゐ
。
。
。
。
h
）
。
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一
一
輪
ぎ
盟
（
・
畳
・
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
　
　
　
　
…
被
説
明
項
（
Φ
巻
｝
磐
彗
含
ヨ
）

　
　
　
（
β
は
説
明
き
れ
る
出
来
事
を
記
述
す
る
単
称
雷
明
、
Ω
ぶ
…
9
は
特
殊
な
出
来
事
を
記
述
す
る
単
称
嘗
明
群
（
初
期
条
件
）
、
却
ト
し
。
…
卜
嘆
は

　
　
　
真
か
又
は
多
少
と
も
確
認
さ
れ
た
（
o
o
い
吋
ヨ
。
篇
）
普
遍
的
雷
明
群
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
こ
の
場
合
に
は
説
明
項
は
厳
密
に
普
遍
的
形
式
を
も
つ
命
題
（
唱
般
法
則
）
を
、
必
ず
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
そ
の
第
二
の
タ
イ
プ
の
論
証
は
帰
納
的
体
系
化
（
ヨ
儀
億
9
ぞ
①
。
・
累
ω
8
導
無
貯
帥
識
。
質
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
法
劉
は
統
計
的
形
式
を
も
つ

　
　
（
口
φ
ヨ
娼
Φ
一
》
瓜
「
軌
■
眺
．
唱
一
同
団
①
）
。
従
っ
て
被
説
明
項
は
提
示
さ
れ
た
説
明
環
か
ら
は
、
論
理
的
に
演
繹
は
で
き
ぬ
。
説
明
項
は
特
定
の
事

　
　
例
や
か
か
る
事
例
の
有
限
集
合
に
つ
い
て
は
何
ら
の
主
張
も
含
ま
な
い
。

　
　
　
し
か
し
科
学
的
体
系
化
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
「
般
的
法
則
な
い
し
原
劉
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
含
ん
で
い
る
。
科
学
的
体
系
化
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
我
々
の
経
験
の
ひ
ど
く
錆
綜
し
た
デ
：
タ
郡
ち
我
々
に
よ
り
直
接
に
観
察
さ
れ
う
る
現
象
中
に
説
明
的
一
予
測
的
秩
序
を
確
立
す
る
こ
と

　
　
を
め
ざ
す
。
と
こ
ろ
で
科
学
的
体
系
化
に
は
（
，
－
）
経
験
的
｝
般
化
（
”
1
1
）
理
論
構
成
（
聾
Φ
o
藁
｛
鶏
導
薮
§
）
の
】
…
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る

　
　
（
嵩
①
ヨ
娼
O
酬
　
出
．
　
砺
．
　
肉
博
唱
ー
ド
噴
Q
Q
）
。
　
前
者
は
当
該
の
研
究
主
題
の
直
接
的
に
観
察
可
能
な
側
面
間
で
の
結
合
を
確
立
す
る
普
遍
的
な
い
し
統

　
　
計
的
法
則
を
探
究
す
る
。
か
か
る
法
鋼
が
立
証
理
論
か
ら
は
無
意
味
で
あ
り
、
帰
納
的
正
当
化
の
で
き
ぬ
こ
と
は
既
に
検
討
し
た
。
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
は
（
i
）
の
レ
ベ
ル
で
確
立
さ
れ
た
斉
一
性
を
説
明
す
る
一
屡
包
括
的
法
則
の
確
立
を
、
仮
定
的
存
在
体
（
ξ
℃
o
チ
①
膏
嚢
。
一
①
p
藻
冨
の
）

　
　
（
例
え
ば
電
磁
場
、
重
力
場
、
素
粒
子
等
）
に
よ
り
め
ざ
す
。
こ
の
レ
ベ
ル
で
の
理
論
は
公
理
的
構
成
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
と
こ
ろ
で
演
繹
的
体
系
化
は
、
そ
れ
が
経
験
的
現
象
へ
の
指
示
に
よ
る
解
釈
を
与
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
経
験
科
学
中
の
理
論

　
　
と
し
て
機
能
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
経
験
論
の
見
地
か
ら
「
理
論
家
の
デ
ィ
レ
ン
マ
（
チ
①
o
器
浮
㌶
⇔
、
。
・
象
δ
B
目
躰
と
（
葭
。
ヨ
ー

　
　
罵
γ
》
．
勉
尊
唱
∴
。
。
⑦
）
が
提
起
さ
れ
う
る
。
即
ち
「
理
論
の
名
辞
や
原
期
が
そ
の
濁
的
を
果
す
な
ら
そ
れ
ら
は
不
必
要
で
あ
り
、
果
さ

　
　
な
い
な
ら
不
必
要
で
あ
る
。
故
に
い
ず
れ
に
せ
よ
不
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
理
論
的
名
辞
及
び
理
論
が
す

172　
　
　
　
　
　
誓
学
柑
耕
究
　
第
五
喜
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
瓢
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

べ
て
経
験
的
観
察
名
辞
及
び
経
験
的
観
察
文
に
置
換
可
能
か
否
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

2
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
と
（
芝
一
汁
陣
σ
q
①
口
ω
齢
Φ
一
鐸
”
　
O
唱
“
　
O
岡
陣
．
Ψ
　
⑦
．
窃
G
o
）
正
し
い
哲
学
的
方
法
と
は
形
而
上
学
的
主
張
を
好
ん
で
す

る
人
に
は
、
そ
の
人
の
主
張
す
る
命
題
中
の
あ
る
記
号
が
何
ら
意
味
を
持
た
ぬ
こ
と
を
証
明
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
意
味
な

丈
中
の
論
理
外
名
辞
（
賃
幹
鎗
。
σ
Q
一
S
＝
霞
諺
）
は
す
べ
て
経
験
的
指
示
体
を
も
つ
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
意
味
は
観
察
可
能
な

指
示
体
の
枚
挙
に
よ
る
べ
き
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
経
験
的
に
有
意
味
な
名
辞
は
観
察
名
辞
に
よ
り
事
変
的
（
賃
覚
瞳
。
δ
に
定
義
可
能
で

あ
る
べ
し
と
い
う
要
求
で
あ
る
。
科
学
の
言
語
は
、
か
か
る
枚
挙
闘
魂
名
論
的
言
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
。
偉
し
理
論

語
の
観
察
語
に
よ
る
定
義
可
能
性
の
研
究
に
お
い
て
は
、
内
包
的
（
ぎ
滞
⇔
匹
。
鵠
巴
）
な
仕
方
で
の
定
義
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
観
察
可

能
な
藷
に
よ
る
共
外
延
的
（
O
O
－
①
×
轡
①
質
し
〇
一
〇
昌
p
ゆ
囲
）
表
現
が
用
意
さ
れ
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
表
現
は
理
論
語
に
関
す
る
適
用
可
能

性
の
経
験
的
に
必
要
十
分
な
観
察
条
件
を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
鋤
Φ
資
娼
旦
卜
9
肉
こ
唱
占
漫
）
。

　
に
も
拘
ら
ず
こ
の
定
義
可
能
性
の
要
求
は
余
り
に
制
限
が
き
っ
す
ぎ
る
。
科
学
的
の
み
な
ら
ず
前
科
学
的
論
議
の
多
く
の
重
要
な
名
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
観
察
名
辞
に
よ
り
陽
表
的
に
定
義
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
師
表
的
定
義
可
能
性
の
要
求
は
、
所
謂
傾
性
譜
（
象
ω
℃
o
の
置
。
羅
8
壇
筥
）
、

例
え
ば
、
水
溶
性
、
良
電
導
親
等
の
説
明
に
際
し
困
難
に
嫁
い
る
。
例
え
ば
「
¢
は
水
溶
性
で
あ
る
（
「
G
り
赴
）
」
を
真
理
函
数
的
条
件
法

を
使
っ
て
㈹
「
も
し
¢
が
水
に
入
れ
ら
れ
れ
ば
¢
は
溶
解
す
る
」
（
「
勲
H
ミ
㌧
聴
u
じ
d
琶
」
）
で
定
義
し
よ
う
と
す
る
と
、
真
理
函
数
的
含
意

の
パ
ラ
ド
ク
ス
の
一
例
と
な
り
述
語
5
は
意
図
さ
れ
た
意
味
を
も
た
な
い
。
α
が
未
だ
一
度
も
水
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
閣
体
と
す

る
と
、
窺
は
偽
と
な
り
「
㌧
騨
U
b
d
臼
」
は
真
と
な
る
。
従
っ
て
翫
は
σ
が
水
溶
性
で
な
く
と
も
真
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
。
h
．
O
鼠
舞
℃
v
．
、
↓
ρ

ω
窟
び
濠
曙
§
q
窯
。
露
ぎ
σ
q
、
、
”
寧
§
晦
愚
ξ
ミ
浄
§
§
●
ω
知
戯
）
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

3
、
意
味
は
操
作
的
（
o
需
轟
9
⇒
巴
）
で
あ
り
、
す
べ
て
の
有
意
味
な
科
学
的
名
辞
は
操
作
的
定
義
を
許
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
も
、

陽
表
的
定
義
の
要
求
と
困
難
を
共
通
に
す
る
。
何
故
な
ら
操
作
的
定
義
が
真
に
有
効
で
あ
る
に
は
、
そ
の
名
辞
の
適
用
が
、
あ
る
特
定
の

テ
ス
ト
条
件
5
と
5
に
鰐
す
る
あ
る
特
微
睡
反
応
R
と
が
現
実
に
生
ず
る
時
に
の
み
限
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
も
し
5
が
実
現
さ
れ
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ば
R
を
評
す
で
あ
ろ
う
す
べ
て
の
場
合
に
そ
の
名
辞
を
割
り
あ
て
う
る
事
が
望
ま
し
い
。
こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
名
辞
は
、
潜
勢

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
（
℃
0
8
昌
臨
巴
）
な
特
徴
（
限
定
さ
れ
た
テ
ス
ト
条
件
下
で
、
あ
る
特
徴
的
反
応
を
示
す
傾
向
性
（
費
碧
8
陣
二
〇
影
）
）
を
構
成
す
る
。
し
か
し

　
　
限
定
さ
れ
た
テ
ス
ト
条
件
が
実
現
し
て
い
な
い
場
合
に
対
し
傾
向
性
を
配
属
さ
せ
る
こ
と
は
、
一
般
化
（
σ
整
商
。
邑
§
瓢
○
⇔
）
を
行
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
で
あ
り
、
帰
納
的
危
険
（
一
昌
創
償
O
賦
く
Φ
　
冠
一
ω
犀
）
を
欝
す
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
も
し
我
々
が
帰
納
的
危
険
を
含
む
す
べ
て
の
手
続
き
を

　
　
拒
否
し
、
道
具
的
な
い
し
記
号
的
操
作
に
よ
る
定
義
は
一
望
限
り
し
か
有
効
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
傾
性
語
の
使
用
は
一
切
禁
ぜ
ら
れ
る

　
　
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
4
、
傾
性
語
を
め
ぐ
る
難
点
を
、
前
繊
の
㈹
の
条
件
法
に
、
真
理
函
数
的
条
件
法
よ
り
強
い
制
限
を
つ
け
て
仮
想
法
（
ω
霞
ぴ
冒
p
o
臨
く
Φ
）
と

　
　
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
回
避
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
（
。
h
O
o
。
伍
巳
p
ジ
．
．
6
ゲ
。
摩
。
乞
①
ヨ
○
臨
O
o
毎
8
総
帥
。
言
鉱
O
o
口
鎌
江
。
霊
置
、
げ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
恥
§
N
§
ミ
亀
§
靴
簿
Q
寒
㌦
N
象
愚
ξ
ミ
．
ト
ミ
N
偽
§
鷺
”
亀
．
9
い
ぎ
の
ξ
）
。
　
し
か
し
そ
れ
に
は
反
事
実
的
条
件
法
（
O
o
償
艮
Φ
臥
鴛
露
巴

　
　
O
o
薮
㌶
。
轟
回
。
。
）
の
意
味
と
論
理
の
解
明
が
充
全
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
考
想
は
傾
性
語
が
法
則
型
の
振
舞
い
（
置
注
障
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
び
Φ
ぽ
鋤
鼠
○
舞
）
を
す
る
こ
と
か
ら
法
事
的
様
相
（
8
B
。
δ
α
q
募
一
呑
・
畠
｝
ξ
）
に
よ
り
前
件
と
後
件
と
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
想
と

　
　
連
結
し
て
い
る
。
　
し
か
し
法
鱒
的
真
理
と
か
法
則
的
慮
然
的
必
然
性
と
い
っ
た
概
念
が
充
分
関
瞭
に
さ
れ
て
い
る
と
は
云
い
難
い
　
（
鑑

　
　
○
。
。
伽
已
鍵
”
。
や
簿
‘
℃
o
諺
。
が
い
晦
ら
．
◎
2
①
≦
諺
電
器
黛
×
幹
×
》
℃
底
。
。
卜
。
粘
‘
訓
o
B
需
γ
卜
鯵
単
唱
∴
。
。
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
5
、
傾
性
語
の
難
点
の
よ
り
一
般
的
で
柔
軟
な
膨
避
法
は
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
還
元
文
（
吋
①
焼
石
O
け
一
〇
づ
　
◎
○
Φ
心
酔
Φ
一
P
O
①
）
の
方
法
で
あ
る
（
O
霞
p
巷
”

　
　
．
．
日
陰
欝
ぴ
強
蔓
三
九
鼠
Φ
舞
ぎ
σ
Q
、
、
）
。
還
元
丈
と
は
例
え
ば
「
も
し
κ
が
テ
ス
ト
条
件
P
（
水
に
入
れ
る
こ
と
）
を
満
足
さ
せ
る
な
ら
ば
躍

　
　
が
5
（
水
溶
性
）
の
事
例
で
あ
る
の
は
、
即
が
反
応
B
（
溶
解
す
る
こ
と
）
を
示
す
場
合
か
つ
そ
の
場
合
に
限
る
」
（
雷
撃
「
、
鷺
U
（
砺
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
灘
し
⇔
旨
）
」
）
。
　
し
か
し
還
元
丈
は
5
の
全
酒
的
定
義
で
は
な
く
、
条
件
P
の
下
で
の
部
分
的
（
℃
舞
二
巴
）
な
い
し
条
件
つ
き
定
義
で
あ
る
。

　
　
還
元
文
は
操
作
的
定
義
の
意
図
の
厳
密
な
定
式
化
を
提
供
す
る
。
操
作
的
定
義
は
意
味
の
単
な
る
部
分
的
限
定
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
に

　
　
よ
り
、
多
く
の
傾
性
語
に
関
し
満
足
す
べ
き
解
釈
を
提
供
し
理
論
語
は
「
開
か
れ
た
も
の
（
o
℃
o
鐸
）
」
　
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
カ
ル
ナ
ッ
プ

ー92　
　
　
　
　
　
哲
思
ず
研
究
　
　
第
玉
百
九
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
会
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

は
そ
こ
で
定
義
可
能
性
の
要
求
に
か
え
て
、
経
験
的
な
意
昧
を
も
つ
す
べ
て
の
名
辞
は
観
察
語
に
基
づ
き
　
連
の
還
元
丈
に
よ
り
導
入
可

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

能
で
あ
る
べ
し
と
い
う
還
元
可
能
性
の
要
求
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

6
、
し
か
し
還
元
丈
が
し
ば
し
ば
理
論
的
構
成
物
（
爵
①
o
お
瓢
。
巴
8
霧
酔
籍
9
ω
）
と
し
て
言
及
さ
れ
る
高
度
な
科
学
理
論
中
の
主
要
な
名

辞
を
導
入
す
る
充
填
な
方
法
と
は
思
わ
れ
な
い
。
傾
性
語
5
は
「
所
与
の
対
象
う
が
条
件
P
下
に
あ
っ
て
、
し
か
も
反
応
β
を
示
さ
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
ば
　
（
鮎
鼻
「
、
曳
～
切
と
）
そ
れ
は
6
が
性
質
5
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
決
定
的
に
確
立
す
る
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
ま
さ
に
こ
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

徴
が
5
の
如
き
純
粋
傾
性
語
を
科
学
に
使
わ
れ
る
理
論
語
（
櫛
び
①
O
同
①
け
一
〇
簿
一
　
什
①
同
b
P
）
か
ら
区
別
す
る
。
後
者
は
あ
る
解
釈
規
期
に
よ
り
観

察
語
彙
と
結
合
さ
れ
る
が
こ
の
規
則
は
一
般
に
観
察
デ
ー
タ
の
集
合
が
所
与
の
状
況
下
で
の
理
論
語
の
適
用
可
能
性
に
対
し
、
有
利
な
い

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
不
利
な
決
定
的
証
拠
を
構
成
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
何
故
な
ら
あ
る
理
論
語
（
Φ
幽
α
q
．
質
量
）
に
対
す
る
解
釈
文
の
提
供
す
る
観
察
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

解
釈
が
有
効
な
の
は
（
i
）
あ
る
制
限
さ
れ
た
領
域
内
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
（
”
1
1
）
特
定
の
テ
ス
ト
状
況
内
の
環
境
が
ノ
ー
マ
ル
な
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

限
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
一
般
に
あ
る
名
辞
M
が
そ
の
解
釈
文
に
対
し
ど
ん
な
観
察
可
能
な
結
果
も
決
し
て
絶
対

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

的
な
決
定
的
証
拠
に
な
り
得
ず
、
精
々
高
い
確
率
を
提
供
す
る
に
す
ぎ
ぬ
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
、
M
は
理
論
的
語
彙
に
属
す
る
と
み

な
す
（
9
諺
⇔
P
．
．
6
冨
ζ
①
昏
。
岱
。
δ
σ
q
陣
＄
｝
○
冨
肖
婁
忠
○
｛
↓
匿
9
象
。
跳
O
o
φ
8
唱
冨
”
．
”
ω
①
♀
H
ρ
o
昏
喝
魚
α
p
｝
卿
ω
。
は
く
①
P
§
免
♂
§
§
職
§
偽

ミ
硫
竃
§
亀
ヘ
ミ
匙
日
．
書
○
ミ
～
ら
§
騎
ミ
．
3
き
。
ご
讐
鋭
奨
導
き
。
§
象
◎
葛
）
。
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
区
別
を
認
め
る
な
ら
、
科
学
の
理
論
語
は
純

粋
な
傾
性
語
と
み
な
さ
れ
ず
、
法
鋼
的
様
相
に
よ
る
後
者
の
陽
表
的
定
義
が
達
成
さ
れ
て
も
、
そ
の
方
法
は
理
論
語
に
は
不
適
盗
と
な
る
。

7
、
し
か
し
以
上
の
議
論
は
、
理
論
語
が
観
察
語
に
よ
り
陽
表
的
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
な
い
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
実
際
あ

る
理
論
語
は
観
察
語
に
よ
り
陽
表
的
に
定
義
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
重
大
な
論
点
を
例
示
す
る
（
類
Φ
附
p
娼
①
γ
　
》
「
硫
。
肉
．
　
℃
…
ド
リ
唄
）
。
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
ぱ
名
辞
「
磁
石
」
が
「
¢
は
磁
石
で
あ
る
」
1
ー
ミ
冒
「
露
は
そ
の
近
傍
に
あ
る
す
べ
て
の
鉄
片
を
ひ
き
つ
け
る
」
に
よ
り
陽
表
的
に
定

義
さ
れ
、
定
義
項
が
「
磁
石
」
の
適
用
可
能
性
の
必
要
十
分
条
件
を
充
全
に
言
表
し
て
い
る
と
し
て
も
、
し
か
し
あ
る
対
象
6
が
磁
石
で

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
か
否
か
を
紅
隈
な
観
察
発
見
物
に
よ
っ
て
確
立
し
得
ず
、
み
の
近
傍
に
お
か
れ
た
鉄
片
は
ど
れ
も
6
に
よ
り
ひ
か
れ
る
こ
と
を
示
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
限
の
場
合
の
確
書
と
な
る
。
更
に
理
論
語
M
に
対
す
る
必
要
十
分
な
観
察
条
件
は
、
観
察
語
彙
に
よ
る
M
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
味
の
部
分
的
限
定
の
場
合
で
さ
え
帰
納
的
に
発
見
さ
れ
る
。
物
理
学
の
理
論
語
彙
は
全
実
数
領
域
を
覆
う
多
数
の
数
量
的
函
数
詞
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
が
、
そ
れ
ら
の
適
用
の
有
限
な
観
察
規
準
を
与
え
る
と
い
う
仕
方
で
そ
れ
ら
の
名
辞
を
定
義
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
8
、
次
に
理
論
語
の
部
分
的
解
釈
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
「
温
度
」
と
い
う
名
辞
は
あ
る
科
学
的
探
究
の
場
面
で

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
は
単
に
水
銀
温
度
計
の
読
み
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
観
察
規
準
が
部
分
的
解
釈
に
す
ぎ
ぬ
と
認
め
ら
れ
る
と
、
他
の
部
分
的
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
を
附
加
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
部
分
的
解
釈
と
い
う
構
想
は
科
学
的
理
論
化
の
重
要
な
発
見
的
（
ゲ
①
象
ω
欝
）
側

　
　
面
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
。
即
ち
科
学
者
が
電
流
、
磁
場
、
素
粒
子
等
の
仮
定
的
存
在
体
を
導
入
す
る
際
、
彼
は
そ
れ
ら
に
そ
の
理
論
語
を

　
　
含
む
劉
の
言
明
を
附
加
す
る
可
能
性
を
開
か
れ
た
も
の
（
o
℃
窪
）
と
し
て
お
く
こ
と
を
望
む
。
こ
の
附
舶
さ
れ
た
書
明
は
、
理
論
語
と
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
察
語
と
の
新
し
い
解
釈
論
結
合
（
ヨ
δ
壱
捲
鍵
鴬
く
①
8
昌
跡
①
o
轡
δ
謬
）
を
与
え
る
。
理
論
語
の
か
か
る
見
方
は
発
明
を
刺
激
し
、
強
力
な
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
明
概
念
の
使
用
を
刺
激
す
る
発
見
的
価
値
を
も
つ
（
頃
Φ
B
℃
①
一
　
＼
r
　
晦
◎
　
肉
．
℃
l
b
O
O
O
）
。
従
っ
て
観
察
的
定
義
項
を
す
べ
て
の
理
論
語
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
定
式
化
す
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
り
、
大
部
分
の
理
論
語
は
現
在
単
な
る
部
分
的
経
験
的
解
釈
に
基
づ
い
て
科
学
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て

　
　
お
り
、
こ
の
使
用
法
が
顕
著
な
発
見
的
利
点
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
9
、
ヘ
ン
ペ
ル
は
理
論
語
の
様
々
な
解
釈
を
そ
の
特
殊
ケ
ー
ス
と
し
て
含
む
一
般
的
な
解
釈
系
（
巨
Φ
ぞ
憲
β
牙
①
。
・
透
Φ
ヨ
）
を
提
唱
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
（
鍍
①
営
℃
鼻
認
証
尊
“
『
b
。
O
O
。
｛
）
。
観
察
語
彙
玲
を
伴
う
理
論
丁
の
解
釈
系
」
と
は
、
T
と
論
理
的
に
両
立
可
能
で
あ
り
、
T
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
す
る
有
限
な
理
論
語
彙
γ
お
よ
び
y
の
す
べ
て
の
元
を
本
質
上
含
み
、
か
つ
そ
れ
以
外
の
論
理
外
名
辞
を
一
切
含
ま
ぬ
と
こ
ろ
の
有
限
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
丈
集
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
解
釈
系
」
は
、
巧
中
の
名
辞
の
部
分
的
解
釈
の
み
を
与
え
、
経
験
的
含
み
を
も
ち
、
巧
中
の
名
辞
す
べ

　
　
て
に
各
個
劉
に
解
釈
を
与
え
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
そ
れ
故
理
論
丁
が
解
釈
系
」
に
よ
り
解
釈
さ
れ
る
時
、
原
劉
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ク
ス
ト

　
　
て
ω
理
論
語
が
す
べ
て
の
丈
　
脈
に
お
い
て
％
に
よ
る
定
義
に
よ
っ
て
置
換
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
、
②
」
が
砺
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

　
　
す
べ
て
の
丈
H
に
紺
し
、
％
の
名
辞
か
ら
な
る
文
に
よ
っ
て
翻
訳
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
故
に
こ
の
拡
大
さ
れ
た
解
釈
の
構
想
に

鋤　　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



2L2

　
　
　
　
科
学
的
誌
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

立
っ
て
も
理
論
語
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

1
0
、
最
後
に
理
論
語
が
観
察
語
の
集
合
に
、
機
能
的
に
（
㌘
琴
識
。
塁
賑
矯
）
置
換
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
解
釈
系
」
に
よ
り
解
釈
さ
れ
た
理
論
の
体
系
的
機
能
は
、
V
か
ら
な
る
所
与
の
デ
ー
タ
か
ら
矢
張
り
V
か
ら
な
る
他
の
（
予
測
的
）
諸

言
明
へ
の
推
論
を
許
す
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
解
釈
さ
れ
た
理
論
に
よ
る
こ
の
演
繹
的
体
系
化
は
％
の
み
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
解
釈
さ

れ
た
理
論
の
諸
無
明
の
集
合
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
も
の
と
機
能
的
に
等
値
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
理
論
中
に
使
わ
れ
る
理
論
は
な
く
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
シ
オ
ム
シ
エ
マ

よ
い
。
し
か
し
解
釈
さ
れ
た
理
論
中
の
非
理
論
語
の
み
を
使
っ
た
公
理
的
体
系
の
公
準
は
無
限
と
な
り
、
し
か
も
公
理
図
式
に
よ
る
処
理

を
越
え
て
ず
っ
と
複
雑
に
な
る
。
故
に
非
曖
論
語
の
み
か
ら
な
る
公
理
体
系
は
実
際
に
は
取
扱
え
な
い
。
従
っ
て
経
験
科
学
に
お
け
る
理

論
的
表
現
を
な
し
で
す
ま
す
こ
と
は
で
き
ぬ
（
甲
H
㊦
ヨ
℃
ゆ
ポ
　
＼
r
　
銃
■
肉
．
　
唱
一
b
O
H
戯
）
。
し
か
も
通
常
解
釈
さ
れ
た
理
論
が
一
つ
の
％
文
か
ら
他
の

％
丈
へ
と
演
繹
的
推
論
を
許
す
と
み
え
る
場
合
で
も
、
実
際
に
は
観
察
デ
ー
タ
に
基
づ
く
帰
納
的
ス
テ
ッ
プ
を
含
み
従
っ
て
帰
納
的
危
険

を
冒
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
解
釈
さ
れ
た
理
論
を
観
察
語
彙
の
公
理
系
と
置
換
で
き
な
い
。

　
す
べ
て
の
理
論
語
を
存
在
量
化
さ
れ
た
変
項
と
し
て
扱
い
、
す
べ
て
の
論
理
外
定
項
を
観
察
語
彙
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
ラ
ム
ジ
ー
の

方
法
（
蜜
霧
Φ
ざ
§
免
さ
ミ
ミ
ミ
§
N
ミ
≦
§
き
§
ミ
駐
ミ
ミ
。
腎
ぎ
、
導
讐
．
ら
ミ
肉
義
δ
、
勧
ら
み
お
｛
）
　
は
第
二
階
の
述
語
算
を
必
要
と
し
、

変
項
が
個
体
を
こ
え
て
ク
ラ
ス
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
よ
る
強
い
存
在
論
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
要
す
る
上
に
、
存
在
量
化
さ
れ
た
理
論
語

は
観
察
語
に
よ
る
特
徴
づ
け
の
可
能
性
の
決
定
を
延
期
し
て
、
字
面
の
上
だ
け
で
仮
定
的
存
在
体
へ
の
言
及
を
回
避
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。　

従
っ
て
理
論
の
唯
よ
の
臼
的
が
観
察
賦
与
の
演
繹
的
結
合
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
理
論
語
は
不
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
満
足
な
理
論
は
又
帰
納
的
説
明
、
予
測
に
使
用
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
帰
納
的
危
険
を
冒
す
べ
き
で
あ

り
、
か
っ
体
系
的
節
約
や
（
部
分
的
解
釈
に
よ
る
）
発
見
的
豊
富
さ
を
達
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
理
論
的
定
式
化
が
観

察
語
の
み
に
よ
る
表
現
に
よ
っ
て
置
換
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
故
に
理
論
家
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
誤
っ
た
前
提
に
基
づ
い
て



い
る
。

五
　
仮
説
演
繹
的
方
法
と
確
認
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
科
学
的
探
究
に
お
け
る
経
験
的
一
般
化
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
理
論
形
成
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
所
謂
帰
納

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
的
危
険
を
留
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
即
ち
ω
普
遍
的
帰
納
推
論
や
逆
推
論
に
よ
り
「
般
法
蔵
を
確
立
す
る
場
合
ほ
勿

　
　
論
、
予
測
的
並
び
に
類
比
的
推
論
を
行
う
場
合
で
も
、
未
知
の
事
例
が
既
知
の
事
例
と
似
て
い
る
と
い
う
論
理
的
保
証
は
な
い
故
に
、
や

　
　
は
り
仮
説
発
想
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
帰
納
的
危
険
を
与
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
②
理
論
形
成
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
理
論
語
の
落
入

　
　
に
関
し
て
も
、
た
と
え
そ
の
理
論
語
が
観
察
語
に
よ
り
陽
表
的
に
定
義
可
能
で
あ
っ
て
も
そ
の
定
義
は
経
験
的
に
必
要
十
分
な
観
察
規
準

　
　
を
提
示
す
る
共
外
延
的
定
義
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
通
例
の
帰
納
的
危
険
を
習
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
つ
叉
理
論
語
の
経
験
的
解
釈
は
あ
く
ま

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
で
部
分
的
解
釈
で
あ
り
観
察
語
に
よ
る
機
能
的
概
換
も
科
学
的
探
究
を
貧
弱
に
し
、
し
か
も
置
換
は
帰
納
的
ス
テ
ッ
プ
な
し
に
は
不
可
能

　
　
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
理
由
か
ら
、
純
粋
な
経
験
論
的
薄
地
か
ら
は
科
学
的
探
究
の
充
全
な
認
識
論
的
境
位
の
説
明
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
従
っ
（
ω
一
般
的
法
則
の
発
見
、
理
論
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
新
し
い
理
論
語
な
い
し
理
論
の
仮
説
的
（
ξ
℃
○
静
豊
。
巴
）
導
入
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
不
可
欠
で
あ
り
、
仮
説
発
想
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
こ
ま
で
も
推
定
的
（
8
且
Φ
9
母
巴
）
な
の
で
あ
る
。
科
学
理
論
の
仮
説
的
推
定
的
性
格
や

　
　
部
分
的
解
釈
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ろ
科
学
理
論
の
説
明
的
予
測
的
能
力
や
そ
の
豊
富
な
発
見
的
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
「
物
理
学
の
概
念
は
人
間
の
心
の
自
由
な
創
作
」
で
あ
り
「
慣
性
の
法
則
も
実
験
か
ら
直
接
導
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
観
察
と
矛
盾

　
　
し
な
い
純
粋
の
思
索
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
」
（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
「
物
理
学
は
い
か
に
創
ら
れ
た
か
扁
（
上
）
岩
波
新
書
十

　
　
頁
、
三
十
五
頁
）
と
語
っ
た
の
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
が
、
仮
説
発
想
は
科
学
者
の
二
八
な
理
性
の
行
使
を
前
提
と
す
る
。
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
意
味
で
カ
ン
ト
の
投
げ
入
れ
の
構
想
は
新
し
い
光
の
も
と
で
見
直
さ
れ
う
る
。
我
々
の
投
げ
入
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
現
象
の
合
法
劉
的

　
　
連
関
が
発
見
さ
れ
う
る
の
だ
と
云
う
意
味
に
お
い
て
は
、
事
態
は
合
理
論
に
有
利
で
あ
る
。
②
し
か
し
投
げ
入
れ
ら
れ
た
仮
説
が
す
べ
て

232　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
　
第
五
否
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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科
学
的
謂
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

客
観
的
妥
当
性
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
し
、
又
あ
る
特
定
の
置
傘
系
が
恒
常
不
変
的
に
真
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
し
て
「
理
性
的
な

る
も
の
は
す
べ
て
現
実
的
」
と
い
っ
た
極
論
は
成
立
し
な
い
。
科
学
的
探
究
と
は
そ
の
仮
説
・
理
論
が
経
験
と
衝
突
す
る
場
合
に
は
廃
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

さ
る
べ
く
大
胆
に
試
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
世
界
に
対
す
る
合
理
的
推
定
（
o
o
且
①
o
霊
お
）
で
あ
る
。
更
に
こ
の
世
界
が
合
法
則
的
性
格

を
も
つ
と
想
定
す
る
こ
と
に
論
理
的
保
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
我
々
は
一
般
に
合
理
的
探
究
に
際
し
、
か
か
る
探
究
を
試
み
る

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
方
法
論
的
決
意
（
臼
①
攣
＆
9
0
σ
q
認
｝
紆
。
芭
。
⇔
）
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
の
方
法
論
的
決
意
に
基
づ
く
投
げ
入
れ
に

よ
り
、
仮
説
的
に
導
入
さ
れ
た
理
論
や
法
鋼
が
、
科
学
的
と
し
て
容
認
さ
れ
る
客
観
約
妥
当
性
の
規
準
、
そ
の
テ
ス
ト
方
法
の
検
討
を
通

じ
て
、
科
学
的
探
究
の
認
識
論
的
境
位
を
整
合
的
に
説
明
し
う
る
見
地
を
探
究
し
よ
う
。

2
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
法
則
の
発
見
の
手
続
き
に
関
す
る
帰
納
主
義
的
考
察
は
、
新
し
い
概
念
や
理
論
を
仮
説
と
し
て
導
入
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

検
証
の
プ
ρ
セ
ス
で
は
演
繹
が
本
質
的
役
割
を
演
ず
る
と
す
る
ポ
パ
ー
の
仮
説
討
演
繹
的
（
ξ
℃
。
跨
象
8
ム
①
量
。
島
く
①
）
方
法
や
、
擬
似

帰
納
的
（
ρ
鐸
霧
＝
昌
山
嬬
。
鉱
く
Φ
）
ス
テ
ッ
プ
も
加
味
し
た
ヘ
ン
ペ
ル
の
方
法
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ポ
パ
ー
は
、
仮
説
は
そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
後
に
は
じ
め
て
経
験
的
に
テ
ス
ト
可
能
だ
と
考
え
、
　
「
テ
ス
ト
の
演
繹
的
方
法
の
理
論
」
を

主
張
す
る
（
勺
。
需
。
び
勢
防
q
・
賢
『
ω
O
）
。
　
諸
理
論
を
批
判
的
に
テ
ス
ト
し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、
そ
の
理
論
を
選
択
す
る
方
法
は
常
に

次
の
如
き
進
行
を
す
る
。
ω
暫
定
的
に
提
起
さ
れ
た
新
し
い
考
想
（
仮
説
・
理
論
）
か
ら
論
理
的
演
繹
に
よ
り
諸
結
論
を
導
き
②
こ
の
諸

結
論
の
検
討
に
よ
り
そ
の
理
論
の
内
的
整
合
性
、
経
験
的
含
み
（
ぎ
℃
汗
p
。
け
δ
p
）
、
科
学
的
進
歩
へ
の
貢
献
、
諸
結
論
の
経
験
的
適
用

（
実
験
も
含
む
）
、
が
テ
ス
ト
さ
れ
る
。
以
上
の
テ
ス
ト
に
否
定
的
な
ら
ば
そ
の
理
論
は
反
証
（
｛
餌
臨
ぐ
）
さ
れ
る
。
し
か
し
テ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

通
過
し
て
い
る
理
論
で
も
暫
定
的
に
麦
持
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
単
に
確
証
さ
れ
た
（
8
肖
。
げ
。
毒
審
伍
）
に
と
ど
ま
る
。

　
ヘ
ン
ペ
ル
も
又
「
仮
説
の
健
全
さ
を
決
め
る
の
は
そ
の
仮
説
が
適
切
な
観
察
悪
条
件
と
つ
き
あ
わ
さ
れ
テ
ス
ト
さ
れ
る
時
に
耐
え
て
た

つ
仕
方
だ
」
（
｝
貞
㊦
B
唱
。
｝
v
＼
r
吻
曾
肉
こ
弓
1
の
）
と
考
え
る
。
従
っ
て
「
帰
納
法
の
規
則
の
追
求
は
、
㈹
あ
る
仮
説
H
が
所
与
の
証
拠
E
に
よ

っ
て
確
証
さ
れ
た
か
否
か
、
論
い
か
な
る
度
舎
で
か
、
を
限
定
す
る
一
般
的
で
客
観
的
な
規
準
の
追
求
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
べ
き
で
あ



225

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
こ
の
接
近
法
は
、
E
の
み
な
ら
ず
H
も
又
所
与
の
も
の
と
し
て
前
提
し
、
両
者
の
あ
る
論
理
的
関
係
を
限
定
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で
帰
納
法
論
者
の
考
想
と
は
本
質
的
に
枳
違
す
る
」
（
＝
Φ
旨
嵩
押
δ
ρ
簿
’
）
。
か
く
て
ポ
パ
！
財
ヘ
ン
ペ
ル
的
方
法
は
、
科
学
理
論
の
経
験

へ性
の
特
徴
づ
け
に
関
し
断
謂
「
確
証
な
い
し
確
認
理
論
（
↓
ぴ
①
o
曙
鼠
8
羅
。
ぴ
。
墨
譜
○
ロ
。
冠
8
β
費
ヨ
馨
δ
⇔
）
」
と
深
い
関
係
を
も
つ
。

3
、
ポ
パ
ー
は
普
遍
的
法
瑚
の
経
験
性
を
保
証
す
る
試
み
に
お
い
て
「
有
意
味
性
砿
の
理
論
を
斥
け
、
　
「
区
界
の
規
準
（
鼠
3
識
O
p
O
h

儀
Φ
ヨ
鶏
鍵
氏
§
）
」
を
提
嘱
す
る
。
区
劃
の
問
題
と
は
、
経
験
諸
科
学
の
命
題
を
、
純
粋
数
学
・
形
式
論
理
学
の
命
題
及
び
形
而
上
学
、
似

而
非
科
学
の
命
題
か
ら
区
捌
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
規
準
を
発
見
す
る
問
題
で
あ
る
（
勺
。
署
Φ
さ
O
沁
‘
や
l
b
。
蜜
）
。
ポ
パ
ー
は
…
般
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

劉
を
厳
密
な
普
遍
命
題
と
み
な
し
、
そ
の
論
理
的
形
式
か
ら
結
果
す
る
立
証
可
能
性
（
〈
①
蝕
鋤
三
二
）
と
反
証
可
能
性
（
貼
鮎
ω
淳
昌
譲
貯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
の
非
対
称
性
に
着
溶
し
、
反
証
可
能
性
を
区
劃
の
規
準
に
採
用
す
る
。
負
格
法
に
よ
り
あ
る
単
称
雷
明
の
真
か
ら
あ
る
普
遍
命
題
の
偽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
イ
シ
ッ
ク

へ
と
結
論
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
あ
る
理
論
が
反
証
可
能
的
で
あ
る
と
は
、
そ
の
理
論
が
す
べ
て
の
基
礎
言
明
の
集
合
を
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

空
で
な
い
部
分
集
合
、
即
ち
ω
そ
の
理
論
と
矛
盾
す
る
す
べ
て
の
善
心
言
明
の
集
合
（
そ
の
理
論
の
潜
勢
的
反
証
子
℃
o
審
ロ
臨
巴
｛
巴
ω
誌
興

の
集
合
）
②
理
論
と
矛
盾
を
生
じ
な
い
墓
礎
言
明
の
集
合
、
に
綾
翻
す
る
場
合
で
あ
る
（
℃
。
署
。
が
い
．
防
ら
．
⇔
v
㌣
G
。
勲
）
。
　
実
質
的
に
云
う

と
あ
る
理
論
が
反
証
可
能
的
な
ら
、
そ
の
理
論
は
単
に
一
つ
の
出
来
事
（
O
O
O
d
「
同
目
①
昌
O
①
）
の
み
な
ら
ず
、
少
く
と
も
一
つ
の
事
象
（
①
〈
2
掌

鰯
体
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
撮
来
事
の
集
合
）
を
禁
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
こ
ろ
で
、
基
礎
言
明
と
は
、
形
式
的
に
は
事
例
的
書
明
を
排
除
し
、
普
遍
命
題
と
矛
盾
す
る
「
単
称
存
在
言
明
（
ω
ぎ
σ
q
鼠
p
・
村
ゆ
拡
ω
齢
Φ
亭

匡
鍮
ω
鍵
8
ヨ
①
纂
）
」
、
実
質
的
に
は
観
察
に
よ
り
關
主
観
的
に
テ
ス
ト
可
能
な
言
明
で
あ
る
。
要
す
る
に
基
礎
言
明
は
、
あ
る
観
察
可
能

な
出
来
事
（
マ
ク
ロ
的
な
物
理
的
物
体
の
位
置
と
運
動
を
含
む
出
来
事
）
が
時
空
の
あ
る
個
鋼
的
領
域
に
お
い
て
生
起
し
て
い
る
こ
と
を

主
張
す
る
言
明
で
あ
る
（
℃
◎
窓
Φ
ひ
ト
．
暴
b
こ
や
山
O
G
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
す
る
と
こ
の
区
劃
の
規
準
で
は
、
純
粋
で
厳
密
な
存
ム
仕
言
明
は
非
経
験
的
、
形
而
上
学
的
と
な
る
。
ポ
。
バ
ー
に
依
れ
ば
「
論
理
的
に
整

合
的
で
か
つ
反
証
可
能
的
命
題
」
が
即
ち
「
経
験
的
科
学
的
命
題
」
と
な
る
。

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山

4
、
ヘ
ン
ペ
ル
は
反
証
可
能
性
の
要
求
を
経
験
的
有
意
味
性
の
規
準
と
解
し
若
干
の
論
点
を
指
摘
す
る
　
（
鍍
。
欝
需
品
誌
略
挙
℃
山
。
①
）

が
、
区
劃
の
規
準
を
有
意
味
性
の
規
準
と
解
す
る
こ
と
は
事
柄
の
混
同
で
あ
る
。
ポ
パ
ー
は
純
粋
存
在
命
題
や
存
在
普
遍
量
化
命
題
、
形

而
上
学
的
命
題
を
無
意
味
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
現
在
の
と
こ
ろ
は
形
而
上
学
的
と
さ
れ
て
い
る
主
張
も
将
来
反

証
可
能
的
定
式
化
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
ず
、
こ
れ
ら
を
無
意
味
と
す
る
こ
と
に
彼
は
積
極
的
に
反
酋
す
る
。

　
し
か
し
た
と
え
反
証
可
能
性
を
区
劃
の
規
準
と
解
し
て
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
提
起
さ
れ
う
る
。

　
ω
先
ず
物
理
学
に
お
い
て
さ
え
厳
密
で
純
粋
な
存
在
言
明
形
式
を
も
つ
理
論
（
例
え
ば
元
素
周
期
律
表
か
ら
導
出
し
う
る
あ
る
原
子
番

号
の
元
素
の
存
在
を
主
張
す
る
言
明
）
が
あ
る
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ポ
パ
ー
は
そ
の
よ
う
な
仮
説
は
テ
ス
ト
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

よ
う
に
定
式
化
さ
れ
う
る
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
ハ
フ
ニ
ィ
ウ
ム
は
孤
立
し
た
純
粋
存
在
言
明
に
の
み
準
拠
し
て
発
見
さ
れ
た
の
で
は
な

く
厳
密
に
普
遍
的
な
ボ
ー
ア
の
理
論
か
ら
の
予
測
に
よ
る
（
℃
o
需
醇
．
卜
．
詮
．
b
こ
℃
よ
O
h
）
。
確
か
に
孤
立
し
た
存
在
言
明
は
反
証
可
能
的

で
は
な
い
が
、
他
の
需
明
と
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
お
い
て
は
存
在
言
明
は
あ
る
場
合
に
は
全
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
経
験
的
内
容
を
増
大

し
そ
れ
の
属
す
る
理
論
を
豊
か
に
し
反
証
可
能
性
の
気
門
を
増
大
し
う
る
。
こ
う
い
う
場
含
、
当
の
存
在
言
明
を
含
む
理
論
体
系
は
科
学

的
と
み
な
し
て
よ
い
。

　
②
ヘ
ン
ペ
ル
は
ポ
パ
ー
の
区
劃
の
規
準
で
は
、
形
式
的
に
妥
当
な
演
繹
的
推
理
が
、
し
ば
し
ば
科
学
的
前
提
か
ら
非
科
学
的
結
論
へ
導

く
と
し
て
「
肉
発
～
切
騨
」
か
ら
「
（
璃
琶
）
（
肉
桟
～
b
d
鷺
）
」
へ
の
推
論
を
例
示
す
る
。
又
科
学
的
雷
明
8
と
非
科
学
的
雷
虜
N
の
連
雷
は
反

証
可
能
的
と
な
っ
て
区
劃
の
羅
的
を
果
さ
な
い
ど
批
判
す
る
（
踏
φ
ヨ
や
ゆ
r
　
》
．
Q
■
　
鞘
逐
　
や
一
μ
b
o
H
｛
）
。

　
前
者
に
関
し
て
は
反
証
可
能
性
と
反
証
（
粘
巴
。
。
銘
＄
瓜
。
づ
）
の
際
の
基
礎
言
明
の
機
能
の
相
違
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
「
（
網
・
）

（
沁
蒐
～
切
琶
）
」
は
孤
立
し
て
と
り
出
さ
れ
れ
ば
反
証
可
能
的
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
「
（
し
（
力
鷺
U
ご
コ
琶
）
」
と
い
う
仮
説
に
対
す
る
反
証
仮

説
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
再
生
可
能
な
結
果
を
記
述
し
て
お
り
関
連
の
全
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
そ
れ
と
可
能
的
に
矛
盾
し
う
る
基
嘩
蓄
明

が
記
述
可
能
で
あ
れ
ば
厳
密
な
存
在
言
明
と
み
な
さ
れ
ず
非
科
学
的
と
は
云
え
な
い
。
又
後
老
の
批
判
が
決
定
的
と
は
云
え
な
い
。
非
科



　
　
学
的
命
題
と
の
連
言
と
い
っ
て
も
、
恒
真
式
、
不
整
合
言
明
に
関
し
て
は
問
題
は
簡
単
で
あ
る
し
、
存
在
命
題
の
あ
る
も
の
は
か
か
る
連

　
　
言
に
よ
り
却
っ
て
科
学
的
性
格
を
確
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
ポ
パ
ー
に
よ
っ
て
も
厳
密
な
存
在
雷
明
と
む
し
ろ
科
学
的
と
み
な

　
　
し
て
よ
い
存
在
雷
明
と
の
区
劉
に
関
す
る
一
般
的
規
則
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
㈲
存
在
”
普
遡
鐙
化
言
明
は
原
期
と
し
て
反
証
可
能
的
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
5
、
ポ
パ
ー
の
規
準
は
き
っ
す
ぎ
る
と
考
え
、
ヘ
ソ
ペ
ル
は
命
題
の
経
験
性
科
学
性
の
規
準
を
ゆ
る
め
、
原
鋼
的
に
テ
ス
ト
可
能
で
あ
る

　
　
こ
と
（
当
の
命
題
に
対
し
い
か
な
る
経
験
的
房
与
が
有
利
な
い
し
不
利
な
証
拠
を
構
成
す
る
か
記
述
で
き
る
こ
と
）
即
ち
そ
の
命
題
の
確

　
　
認
（
8
⇔
津
ヨ
）
否
認
（
象
ω
8
欝
律
導
）
証
拠
を
記
述
で
き
る
こ
と
を
そ
の
規
準
に
求
め
る
（
国
。
ヨ
需
ポ
ト
勉
鐸
『
G
。
h
）
。
そ
こ
で
確
認

　
　
否
認
の
明
瞭
な
定
義
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
ヘ
ン
ペ
ル
は
確
認
否
認
の
充
全
な
定
義
が
満
足
す
べ
き
条
件
と
し
て
、
ω
含
意
条
件
「
観
察
報
告
B
が
仮
説
H
を
含
意
す
れ
ば
B
は
H

　
　
を
確
認
す
る
」
②
帰
結
条
件
「
B
が
丈
集
合
K
の
す
べ
て
の
文
を
確
認
す
る
な
ら
、
B
は
K
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
任
意
の
丈
H
を
も
確

　
　
保
す
る
」
幻
刃
が
H
を
確
認
す
る
な
ら
B
は
H
の
す
べ
て
の
帰
結
を
も
確
認
す
る
」
琴
値
条
件
「
仮
説
H
と
μ
と
が
論
理
的
に
等
値

　
　
で
B
が
H
を
確
認
す
る
な
ら
B
は
π
も
確
認
す
る
」
㈲
整
合
性
条
件
「
整
合
的
な
す
べ
て
の
観
察
報
告
B
は
、
B
が
確
認
す
る
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
仮
説
の
集
合
と
論
理
的
に
両
立
可
能
」
　
・
「
B
が
整
合
的
な
ら
、
B
と
両
立
し
な
い
仮
説
を
確
認
す
る
こ
と
は
な
い
」
　
・
「
B
が
整
合
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
な
ら
、
B
は
互
い
に
矛
盾
す
る
仮
説
は
ど
ち
ら
も
確
認
し
な
い
」
を
主
張
す
る
（
譲
。
ヨ
箆
”
卜
勉
≧
『
。
。
賦
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
以
上
の
条
件
を
満
足
す
る
定
義
と
し
て
、
（
曇
）
「
あ
る
観
察
報
告
B
が
個
体
の
商
限
集
合
C
に
対
す
る
仮
説
H
の
展
開
（
号
く
鮎
○
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヨ
①
三
）
を
含
意
す
る
な
ら
、
B
は
直
接
に
H
を
確
認
す
る
」
（
H
が
普
遍
母
式
な
ら
個
体
の
有
限
集
合
C
に
対
す
る
H
の
展
開
と
は
、
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
中
の
す
べ
て
の
個
体
の
H
へ
の
代
入
事
例
の
連
言
、
H
が
存
在
量
化
母
式
な
ら
H
の
展
開
は
代
入
事
例
の
選
言
）
、
（
惇
）
「
B
が
直
接

　
　
に
確
認
し
て
い
る
文
集
合
に
よ
り
、
H
が
含
意
さ
れ
る
場
合
、
β
は
H
を
確
認
す
る
」
、
　
（
曇
）
「
B
が
H
の
否
定
を
確
認
す
る
場
合
、

　
　
B
は
H
を
否
認
す
る
」
（
曇
）
「
B
が
H
を
確
認
も
否
認
も
せ
ぬ
場
合
β
は
H
に
関
し
中
立
」
を
ヘ
ン
ペ
ル
は
提
起
す
る
（
鶏
。
ヨ
篤
『
卜

脚　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
九
号
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三
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

勉
銅
平
穏
“
但
し
筆
者
が
簡
略
に
し
た
）
。
　
こ
れ
ら
確
認
否
認
の
特
殊
ケ
ー
ス
と
し
て
、
B
が
H
を
含
意
す
る
相
対
的
立
証
、
B
が
H
の
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

定
を
含
意
す
る
野
駆
的
反
証
が
含
ま
れ
る
。
ヘ
ン
ペ
ル
の
規
準
だ
と
ω
恒
真
式
、
不
整
合
命
題
は
各
々
絶
対
的
に
立
証
可
能
反
証
可
能
②

量
化
記
号
を
含
ま
ぬ
仮
説
－
相
対
的
に
立
証
な
い
し
反
証
可
能
③
純
粋
存
在
仮
説
一
々
対
的
立
証
可
能
、
反
証
不
可
能
、
否
認
可
能
ω
純

粋
普
遍
仮
説
－
反
証
可
能
、
立
証
不
可
能
、
確
認
可
能
⑤
普
遍
存
在
量
化
仮
説
一
（
原
期
と
し
て
）
立
証
反
証
不
可
能
、
確
認
否
認
可
能
、

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

6
、
ヘ
ソ
ペ
ル
の
三
条
件
か
ら
検
討
し
よ
う
。
ω
の
含
意
条
件
は
仮
説
H
が
有
限
な
体
系
中
の
丈
な
い
し
無
限
な
体
系
中
の
非
一
般
文
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

い
う
制
限
つ
き
で
妥
当
、
2
の
等
値
条
件
は
明
ら
か
に
妥
当
的
だ
が
、
②
及
び
a
は
妥
当
的
で
な
い
。
あ
る
証
拠
B
が
H
を
確
認
し
て
も

H
に
よ
・
て
含
意
さ
れ
る
武
を
確
認
し
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
・
確
認
証
拠
の
概
念
を
確
定
す
る
に
は
観
察
前
と
観
察
後
と
両
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

確
認
度
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
ヘ
ン
ペ
ル
が
②
を
導
入
し
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
点
に
不
注
意
だ
っ
た
と
み
な
す

（A

f
鶴
「
円
月
℃
り
　
い
O
喚
㌧
ら
轟
N
　
凄
、
ミ
～
職
蹟
琳
、
．
O
謡
動
　
ミ
㌧
、
，
O
い
袋
贈
職
賊
螢
層
　
℃
i
癖
“
軽
）
。
㈲
も
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ポ
パ
ー
も
指
摘
す
る
如
く
（
℃
。
署
①
が
勢

・
ミ
奪
ξ
豊
…
＜
ε
磐
典
型
的
で
農
深
い
書
軸
と
対
山
鼠
す
・
。
ア
イ
ン
シ
・
タ
イ
ン
及
び
二
言
・
ン
の
努
理
菰
灘

は
強
力
な
重
力
場
を
高
速
で
運
動
す
る
物
体
に
関
し
て
互
い
に
寄
島
し
あ
う
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
ト
ン
理
論
を
支
持
す
る
す
べ
て
の
既
知
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

拠
は
ま
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
理
論
を
麦
持
し
、
商
老
を
確
証
す
る
（
8
震
。
げ
。
鑓
審
）
。
故
に
ヘ
ン
ペ
ル
の
主
張
す
る
あ
る
理
論
の
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
o
o
鐸
簿
露
）
証
拠
は
ポ
パ
！
の
云
う
そ
の
理
論
を
確
証
（
o
o
霞
。
げ
。
窮
8
）
す
る
テ
ス
ト
結
果
を
意
味
で
き
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

但
し
カ
ル
ナ
・
プ
蓋
を
認
め
る
。

7
、
次
に
ヘ
ン
ペ
ル
の
確
認
否
認
の
定
義
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
定
義
が
帰
納
的
推
論
の
典
型
的
な
場
合
に
有
効
か
否
か
。
直
接
的
推
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

予
測
的
推
論
、
逆
推
論
、
普
遡
的
帰
納
推
論
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
証
拠
が
、
観
察
さ
れ
た
す
べ
て
の
個
体
は
仮
説
中
で
書
及
さ
れ
て

い
る
当
の
性
質
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
示
す
特
殊
な
場
合
に
の
み
（
惇
）
は
有
効
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
。
　
（
曇
）
の
成
立
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ピ
ユ
レ
イ
シ
ヨ
ン

そ
の
特
殊
ケ
ー
ス
の
中
で
も
、
わ
ず
か
に
逆
推
論
（
一
個
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
母
集
団
へ
の
推
論
）
と
普
遍
的
帰
納
推
論
に
す
ぎ
ぬ
。



　
ヘ
ン
ペ
ル
は
純
粋
存
在
仮
説
H
も
否
認
可
能
と
考
え
て
い
る
が
そ
れ
に
は
H
の
否
定
鄙
ち
普
遍
命
題
が
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
普
遍
的
命
題
が
確
認
可
能
な
の
は
、
当
の
世
界
が
有
隈
で
あ
っ
て
し
か
も
確
認
証
拠
が
こ
の
命
題
の
脊
定
的
事
例
を
な
す
場
合
の
み
で

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
。
仮
説
が
無
限
な
宇
宙
に
関
す
る
厳
密
な
普
遍
的
命
題
の
場
合
に
は
確
認
証
拠
を
提
出
で
き
ぬ
。
こ
の
点
は
「
展
開
」
と
い
う
擬
似

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

帰
納
的
ス
テ
ッ
プ
と
連
結
し
て
い
る
概
念
に
お
い
て
開
ら
か
と
な
る
。
仮
説
の
展
開
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
う
る
の
は
そ
の
仮
説
と
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
個
体
の
集
合
が
有
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
科
学
的
法
拠
が
カ
ン
ト
や
ポ
パ
ー
の
い
う
よ
う
に
厳
密
に
普
遍
的
で
無
限
個
の
催
物
に

関
す
る
全
称
言
明
と
す
る
と
、
か
か
る
法
劉
を
確
認
す
る
こ
と
は
結
局
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

8
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
は
ヘ
ソ
ペ
ル
の
確
認
の
概
念
の
質
的
分
類
的
定
義
よ
り
も
、
確
認
度
（
儀
の
σ
q
吋
①
①
○
｛
o
o
質
貯
ヨ
磐
臨
。
埠
）
の
数
量
的
限
定

に
む
か
う
。
だ
が
、
も
し
あ
る
命
題
が
経
験
的
テ
ス
ト
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
り
確
認
さ
れ
た
り
す
る
度
合
を
確
率
演
箪
と
い
う
意
味
で
の

確
痙
・
の
度
合
と
同
～
視
す
る
と
多
く
の
極
め
て
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
結
果
を
惹
起
す
る
こ
と
を
、
ポ
パ
ー
は
巧
み
な
例
証
に
よ
っ
て
示
し

た
（
℃
。
竈
①
が
穿
ら
・
b
‘
署
霧
魯
℃
①
塾
㌦
H
×
ら
あ
。
。
黒
）
。
ポ
パ
ー
は
実
際
理
論
が
う
け
た
テ
ス
ト
の
厳
し
さ
の
測
度
や
確
認
度
即
ち
客

観
的
容
認
可
能
性
の
度
合
は
確
率
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
即
ち
確
率
演
算
の
可
能
的
解
釈
の
一
つ
で
は
な
い
こ
と
を
、
様
々
の
解
釈

を
ゆ
る
す
「
確
率
の
形
式
的
公
理
的
理
論
体
系
」
を
講
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
（
勺
。
薯
㊦
が
い
ζ
ら
“
b
こ
賭
Φ
≦
》
℃
も
窪
象
8
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

謬
ゼ
詳
詳
謬
メ
穿
く
）
。
　
ポ
パ
ー
膚
身
は
ヘ
ソ
ペ
ル
流
の
確
認
理
論
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
流
の
確
認
度
と
区
書
し
て
、
反
証
可
能
的
で
あ
っ
て
テ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ス
ト
を
通
過
し
確
証
さ
れ
て
い
る
仮
説
の
確
証
度
（
伽
の
σ
q
窓
①
o
｛
o
o
肖
。
げ
。
鑓
瓜
。
⇔
）
の
数
量
的
限
定
を
試
み
て
い
る
　
（
い
ウ
矯
ら
■
⇔
累
㊦
姜

》
電
窪
島
メ
”
諮
〆
）
。
彼
は
反
証
可
能
性
の
度
合
、
経
験
的
内
容
の
測
度
、
テ
ス
ト
の
厳
し
さ
の
測
度
、
真
ら
し
さ
（
〈
O
同
一
ω
一
B
一
一
凶
魯
¢
島
①
）
、
単

純
性
、
説
明
能
力
を
考
慮
に
い
れ
た
確
証
度
等
を
、
仮
説
の
科
学
的
窪
し
さ
、
客
観
的
容
認
可
能
性
の
尺
度
と
し
ょ
う
と
す
る
（
℃
○
竈
。
が

い
魯
b
‘
簿
．
≦
い
≦
押
乞
Φ
≦
》
署
Φ
鑑
艮
譜
〆
○
殉
．
『
b
。
困
頓
G
『
。
。
。
。
黛
）
。

六
　
結
び
i
批
判
的
合
理
主
義
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
科
学
的
認
知
を
め
ぐ
っ
て
提
起
さ
れ
た
近
代
に
お
け
る
経
験
論
と
合
理
論
と
の
対
立
を
現
代
理
論
哲
学
の
う
ち
で
再
検
討
す
る
こ
と
を

通
じ
て
我
々
は
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ω
強
い
経
験
論
な
い
し
実
証
論
的
見
地
か
ら
提
嵐
さ
れ
た
、
立
証
理
論
（
ぐ
Φ
注
冨
瓜
。
富
畠
8
曙
）
、
帰
納
的
推
論
の
正
当
化
の
試
み
の

批
判
的
検
討
に
よ
り
、
こ
の
見
地
か
ら
は
、
出
来
事
の
説
明
や
予
測
に
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
科
学
的
探
究
に
お
い
て
本
質
的
役
割
を
演
ず

る
と
こ
ろ
の
｝
般
法
則
を
確
立
で
き
な
い
。

　
②
唯
名
論
的
見
地
か
ら
提
出
さ
れ
る
理
論
語
の
消
去
と
い
う
試
み
も
支
持
し
が
た
い
。

　
㈲
そ
こ
で
出
来
事
の
合
理
的
探
究
に
際
し
て
は
、
我
々
が
暫
定
的
に
新
し
い
仮
説
な
い
し
理
論
語
を
、
出
来
事
の
流
れ
の
中
に
投
入
し
、

帰
納
的
危
険
を
大
胆
に
冒
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
新
し
い
仮
説
や
理
論
語
は
仮
定
的
（
ξ
℃
○
昏
①
量
売
）
推
定
的
（
8
午

撤
。
二
村
巴
）
性
格
を
も
っ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
ま
た
理
論
語
や
公
理
系
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
解
釈
の
み
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

し
か
し
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
理
論
の
発
見
的
実
り
を
豊
か
に
す
る
消
息
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
㈲
だ
が
こ
う
し
て
導
入
さ
れ
た
仮
説
や
理
論
語
は
、
部
分
的
解
釈
の
可
能
性
が
問
わ
れ
、
様
々
の
テ
ス
ト
の
中
で
厳
し
く
吟
味
確
認
さ

れ
、
様
々
の
尺
度
で
そ
の
客
観
的
容
認
可
能
性
が
測
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
経
験
的
な
い
し
科
学
的
命
題
を
非
経
験
的
形
爾
上
学
的
命
題

か
ら
区
即
す
る
規
準
は
、
狭
く
は
反
証
可
能
性
（
建
の
酔
夢
甑
ξ
）
、
広
く
は
テ
ス
ト
可
能
性
（
9
ω
鍵
げ
葭
蔓
）
に
求
め
ら
れ
る
が
、
岡
部
に

亙
れ
ば
論
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
各
命
題
の
科
学
的
見
地
か
ら
の
望
ま
し
さ
、
客
観
的
容
認
可
能
性
に
は
様
々
の
度
合
が
想
定
さ

れ
、
確
認
度
の
数
董
的
限
定
の
試
み
が
現
在
も
論
争
を
含
み
つ
つ
続
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
筋
と
し
て
は
個
々
の
理
論
や
理
論
語
の

発
想
、
テ
ス
ト
検
証
の
論
理
的
構
造
は
仮
説
鍵
演
繹
的
方
法
、
確
証
な
い
し
確
認
理
論
、
部
分
的
解
釈
と
い
っ
た
手
続
き
に
よ
り
整
合
的

に
解
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
又
現
在
の
と
こ
ろ
厳
し
い
組
織
的
テ
ス
ト
を
通
過
し
て
確
証
（
o
o
疑
。
ぴ
。
鍵
δ
）
さ
れ
て
い
る
輝
輝
も
、
矢
張
り
推
定
的
性
格
を
ど
こ

ま
で
も
残
す
の
で
あ
る
。
更
に
そ
も
そ
も
世
界
の
合
理
的
探
究
と
い
う
も
の
は
、
初
め
か
ら
そ
の
真
理
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

く
我
々
の
方
法
論
的
決
意
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
記
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
合
理
的
探
究
の
試
み
一
般
の
認
識
論
的
霊
位
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

全
面
的
経
験
論
や
全
面
的
理
性
主
義
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
批
判
的
合
理
主
義
（
O
同
一
鳳
O
餐
一
　
別
戸
件
一
〇
欝
簿
一
掃
Q
q
一
つ
）
の
見
地
か
ら
整
合
的
に
解
盟
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ポ
パ
ー
に
従
う
と
「
無
批
判
的
な
い
し
包
括
的
合
理
主
義
（
琶
a
曹
肱
g
8
ヨ
箕
Φ
｝
同
Φ
重
く
①
雲
ざ
蒙
濠
諺
）
」

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
「
私
は
論
証
（
鋤
村
ケ
q
償
ご
P
Φ
P
け
）
に
よ
る
か
経
験
（
①
巻
Φ
誌
㊦
コ
。
①
）
に
よ
っ
て
防
禦
さ
れ
得
な
い
よ
う
な
も
の
は
一
切
受
け
容
れ
な

い
」
と
い
う
態
度
、
原
翔
、
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
（
℃
o
署
。
び
§
偽
曾
§
偽
象
勘
ミ
へ
N
ミ
旨
博
き
ミ
ミ
～
穿
く
。
囹
・
鱒
”
唱
－
誌
O
）
。
だ
が
全
面

的
経
験
論
及
び
全
面
的
合
理
論
の
両
者
の
主
張
を
含
む
包
括
的
合
理
主
義
は
そ
れ
自
身
論
理
的
に
は
維
持
し
が
た
い
と
い
う
逆
理
を
含
む
。

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
批
判
的
合
理
主
義
と
は
、
合
理
主
義
者
の
根
本
的
態
度
が
（
少
く
と
も
暫
定
的
に
）
儒
頼
（
｛
鋤
露
闘
）
の
行
為
…
理
性
へ
の
儒
頼
一
か
ら

の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
認
め
る
態
度
で
あ
る
（
勺
◎
慧
2
0
や
葺
‘
マ
ト
。
ら
。
H
）
。
合
理
主
義
を
選
ぶ
我
々
の
選
択
は
開
か
れ
た
も
の

（、

宦
祉
ｳ
p
）
で
あ
る
。
合
理
主
義
の
起
源
が
非
合
理
的
決
意
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を
率
薩
に
認
め
る
（
従
っ
て
そ
の
点
ま
で
非
合
理
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
先
行
性
℃
臥
○
門
｝
ぐ
を
認
め
る
）
と
い
う
の
が
批
判
的
合
理
主
義
の
、
選
択
に
関
す
る
自
己
批
判
的
性
格
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ

　
ま
た
批
判
的
合
理
主
義
は
「
事
物
を
説
明
す
る
為
に
科
学
的
探
究
は
事
物
の
本
質
に
貫
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
方
法
論
的
本
質
主

へ
義
（
ヨ
Φ
憂
○
餌
。
｝
◎
α
q
甘
二
。
一
義
ω
窪
峠
Σ
鑓
ヨ
）
（
勺
。
竈
①
び
ミ
ミ
ミ
娯
鴨
・
含
毫
碧
鐸
ミ
ミ
§
る
1
卜
。
。
。
）
を
斥
け
、
　
「
科
学
の
仕
事
は
事
物
が
如
何

に
（
ゲ
。
≦
）
振
舞
う
か
と
い
う
こ
と
を
の
み
記
述
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
必
要
と
あ
ら
ば
何
処
で
で
も
新
し
い
名
辞
を
葭
由
に
導
入
し
、

或
い
は
は
も
と
の
意
味
を
喜
ん
で
無
視
し
て
も
便
利
な
場
合
に
は
い
つ
で
も
ふ
る
い
名
辞
を
定
義
し
直
す
こ
と
に
よ
り
、
遂
行
さ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
℃
o
署
⑦
さ
。
㍗
葺
‘
マ
8
）
と
考
え
る
方
法
論
的
唯
名
論
（
ヨ
聾
プ
。
鳥
○
δ
α
q
搾
鉱
質
○
ヨ
ぎ
餌
一
冨
諺
）
を
是
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
ポ
パ
ー
は
我
々
が
無
批
判
的
包
括
的
舎
理
主
義
を
選
ぶ
か
、
全
面
的
非
合
理
主
義
を
選
ぶ
か
、
或
い
は
批
判
的
合
理
主
義
を
選
ぶ

か
と
い
う
選
択
は
、
単
に
知
的
な
事
柄
（
9
嵩
　
凶
⇔
紳
①
瓢
Φ
O
叶
猛
毒
｝
　
ゆ
塗
⇔
同
厭
）
で
も
、
単
な
る
趣
味
の
事
柄
（
9
き
象
8
巴
。
幽
欝
ω
8
）
で
も
な
く
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

道
徳
的
決
定
（
B
O
婦
餌
一
　
伽
①
O
一
ω
陣
O
質
）
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
℃
。
署
Φ
が
§
Q
O
辱
§
恥
象
融
遷
§
ミ
N
嵩
肉
ミ
ミ
§
・
＜
○
｝
・
H
・
畠
・
q
・
り
く
。
パ
b
。
‘

鼻
．
も
。
心
）
。
　
か
か
る
選
択
は
単
に
個
入
的
な
事
柄
で
は
な
く
他
人
や
他
人
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
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科
学
的
認
識
を
め
ぐ
る
合
理
論
と
経
験
論
の
対
立
と
交
錯

32
2
　
　
だ
が
か
か
る
認
識
論
的
見
地
と
道
徳
的
次
元
の
相
関
や
、
事
実
と
規
範
（
な
い
し
価
値
）

　
　
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
七
八

の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
他
の
機
会
を
期
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fate　remain　quite　incompiete．　ln　tlie　solution　of　this　problem，　Christian　the－

o｝ogy　has　made　great　progress，　by　developing　a　metaphysical　theory　o±’

freedom　in　relation　to　its　fundamental　concept　of　providence．

A　Logieal　Analysis　of　Scientific　Know］edge

bpt　Kazuyuki　Nomoto

　　In　this　essay　1　try　to　re－examine　the　classical　opposition　of　empiricism　to

rationalism　ln　epistemology　ln　view　of　contemporary　theoretical　philosophy．

　　The　foeus　of　the　consideration　is　in　the　question　whether　the　logical　char－

acter　of　unlversa！　laws，　theories　and　theoretical　terms　as　essentia｝　constituents

in　science　can　be　satisfactorily　explained　from　the　empiricist　point　of　view．

　　But　the　veri／fication　theory　of　meaning，　inductivism，　rigid　nominalism　and

reductionism　are　Lmwarranted．　Empirical　interpretation　of　theoretical　terms　is

posslble　only　partially．　Further，　the　methodological　decision　is　inevitable　for

the　rational　inqu1yy　of　the　world．

　　Taklng　notice　of　this　inductlve

more　probable　to　adopt　Popper’s

modification　of　it，　although　it　is

cotroboration　our　confirmation　could　offer

catlon．

　　In　conclusion，　the　uncritical　or　comprebensive　rationalism　including　both

radical　empiricism　and　extreme　rationalism　would　be　rejected，　and　the　logic－

al　status　of　scientific　knowledge　could　be　more　satisfactorily　explained　from

the　view　point　of　critical　rationalism．

Therefore，　radical　empiricism　collapses．

risk　and　Kant’s　idea　of　Hineinlegen，　it　is

hypothetico－deductive　method　or　Hempe？s

not　yet　conclusive　whether　the　theory　of

　　　　　　　a　satisfactory　criterion　of　demar一

2


